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序      文 

 

日本国政府は、エチオピア国政府の要請に基づき、「地下水開発・水供給訓練計画フェーズ３」を

実施することを決定し、2009 年 1 月から 2014 年 1 月までの約 5 年のプロジェクトとして、プロジェ

クトを実施しています。 

当機構は、プロジェクト開始から約 2 年が経過した 2011 年 1 月に、中間レビュー調査団を現地に

派遣し、エチオピア側のカウンターパートと合同でこれまでの活動実績ならびにその結果について中

間レビューを行いました。 

この評価結果はミニッツに取りまとめられ、日本国・エチオピア国双方合意のもとに、署名交換が

行われた。本報告書は、今回のレビュー調査および協議結果をとりまとめたものであり、今後、本案

件を効果的、効率的に実施して行くための参考として、広く活用されることを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げるとともに、引き

続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

2011 年 1 月 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

エチオピア事務所 

所長 大田 孝治 





 

i 

プロジェクトサイト位置図 

 

 

 

 

 

EWTEC 所在地 



 

ii 
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EWTEC での研修の様子（DMMT コース）

 
EWTEC ワークショップ内部の様子 

 
EWTEC ワークショップ内を案内する 

エンドリス所長 

 
EWTEC ワークショップ外観 

無償資金協力で供与された研修機材 
 

UNICEF との協議 
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略 語 表 

C/P Counterpart カウンターパート 

EWTEC Ethiopian Water Technology Centre エチオピア・ウォーター・テクノロジー・

センター 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Collaboration Agency 国際協力機構 

MoWE Ministry of Water and Energy 水エネルギー省 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス 

PO Plan of Operation 実行計画 

RWB Regional Water Bureau 州水局 

TICAD Tokyo International Conference on African 

Development 

アフリカ開発会議 

TTC Training Technical Committee 研修技術委員会 

TVETC Technical and Vocational Education and 

Training College 

技術職業教育訓練学校 

TWSSO Town Water Supply Service 都市水供給サービス 

WSE Water Supply Engineering 水供給技術 

WWCE Water Works Construction Enterprise 水道建設公社 

WWDE Water Well Drilling Enterprise 水掘削公社 

WWDSE Water Works Design and Supervision Enterprise 水道計画管理公社 

WWO Woreda Water Offices ワレダ水事務所 

ZWRO Zonal Water Resource Development Office 県水資源開発事務所 
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レビュー調査結果要約表 

1. 案件の概要 

国名：エチオピア連邦共和国 案件名：地下水開発・水供給訓練計画フェーズ３ 

分野：水資源開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：エチオピア事務所 協力金額（評価時点）：約 394 百万円 

協力期間 
R/D：2008 年 10 月 16 日 

2009 年 1 月～2014 年 1 月(5 年間) 

先方関係機関：  

プロジェクト監督機関：水エネルギー省（MoWE）

プロジェクト実施機関：エチオピア・ウォーター・

テクノロジー・センター

（EWTEC） 

日本側協力機関：国際航業株式会社 

他の関連協力： 

・地下水開発・水供給訓練プロジェクト（フェーズ１）

（技術協力プロジェクト：1998.1～2005.3） 

・地下水開発・水供給訓練プロジェクト（フェーズ 2）

（技術協力プロジェクト：2005.3～2008.3） 

・エチオピア国給水のための人材育成機材整備計画 

（無償資金協力：2009年 3月～2011年 7月（G/A期間））

1-1. 協力の背景と概要 

エチオピア政府と我が国は、1998 年 1 月から技プロ「地下水開発・水供給訓練プロジェクト」（以下、

プロジェクト）（フェーズ１）を実施し、アディスアベバ訓練センター（現在名：エチオピアウォーター

テクノロジーセンター（以下、EWTEC））新設支援、常設訓練コースの設立・実施支援等を行った。こ

れに続いて 2005 年 3 月から開始されたフェーズ 2 では基本 5 コースの自立化、アフリカ向け研修の開始

を含むセンター機能拡充及び調査研究活動を通じた研修教材開発等を行い、プロジェクト終了時点での

べ約 1900 名の人材が研修を修了するに至っている。これらの活動の結果、EWTEC は連邦政府のみなら

ず、州、他ドナー等幅広いステークホルダーからエ国における水資源開発に携わる人材育成の中核機関

として認知されるようになりつつある。2009 年 1 月から開始された地下水開発・水供給訓練計画プロジェ

クトフェーズ 3 では、その後、エ国の政策・行政面、法的根拠等に基づいた EWTEC の位置付けがより

上位に、広範囲に位置付けられる中で、今後 EWTEC が UAP の達成や継続的に求められる水資源開発に

係る人材育成ニーズに持続的に応えていくために、①州レベル技術者に加え、給水衛生職業訓練校教官、

民間/NGO 関連技術者等多様なニーズに的確に対応すること、②研修の質を確保した上で EWTEC の自

立的な組織運営能力が強化され、我が国支援から自立化すること等が も重要な課題となっている。 

1-2. 協力内容 

(1) 上位目標 

持続的な給水施設の建設及び維持管理を行うために地下水管理、水供給管理を行う全国の人材が増加

する。 
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(2) プロジェクト目標 

エ国における給水人材育成にかかる中核機関としての EWTEC の機能が確立される。 

(3) 成果（アウトプット） 

１） 研修の質を持続的に確保するための研修マネジメントシステム（計画-実施-モニタリング-評価）

が強化される。 

２） 研修を通じ州、郡、民間、NGO の技術者及び職業訓練校教員の給水開発･維持管理にかかる技能

が向上する。 

３） 研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指導能力が向上する。 

４） EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される。 

(4) 投入（評価時点） 

 日本側： 

専門家派遣 16 名/15 分野、61.73MM 

機材供与 7,148 千円 

 相手国側： 

カウンターパート配置 13 名 

オフィススペースの提供 EWTEC 内、専門家執務スペース 

  
 

2. 評価調査団の概要 

調査者 

（担当分野：氏名、所属先） 

担当 氏名 所属 

1. 団長 丸尾 祐治 JICA 地球環境部国際協力専門員 

2. 評価企画 渡辺 英樹 JICA エチオピア事務所 

3. 評価分析 山内 珠比 株式会社アイシーネ ト 

   
 

調査期間  20111 年 1 月 10 日- 1 月 28 日 評価種類：中間レビュー 

3. 評価結果の概要 

3-1. 実績の確認 

(1) 成果（アウトプット）の達成度 

プロジェクト目標：エ国における給水人材育成にかかる中核機関としての EWTEC の機能が確立される。

中間レビュー調査時点で、プロジェクト目標の達成状況と見込みは比較的低い。 

プロジェクト目標の 3 つの指標には、中核機関としての能力確立のために欠かせない、組織管理能力

の側面が欠けている。そのため、3 つの指標の達成状況は比較的高いが、EWTEC の組織管理能力は、

成果 4 の項で後述するように低い。PDM2 では、組織管理能力を指標として追加することが必要であ

る。各指標の達成状況は以下の通りである。 

（指標 1）達成しつつある。EWTEC の修了生とその上司は、獲得した技術的知識やパフォーマンスに

満足している。これは、EWTEC の研修修了証が水セクター関係者の間で職業技術資格として

認知されていることを示している。 

（指標 2）ある程度達成しているが問題がある。コースコーディネーターはニーズアセスメントや、
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研修コースの計画、調整、実施、評価の全プロセスを管理することができるが、まだいくつ

かの点で改善する必要がある。一方、当初配置されたカウンターパートの多くは（12 人中 5

人）必要な技術レベルに比べて低い給料のために離職している。この傾向が続けば、技術移

転は根づかず、本指標は達成されないことが想定される。 

（指標 3）達成している。センターへの公式な訪問者の数は増加し、非公式な訪問者は年 120 人ほど

である。この高い数字は、中核研修機関としての EWTEC の認知と関係者からの高い関心を

示している。 

成果 

成果 1：研修の質を持続的に確保するための研修マネジメントシステム（計画-実施-モニタリング-評

価）が強化される。 

達成度合いは中程度である。その理由は以下の通り。 

（指標 1-1）達成しつつある。2008 年 12 月から 2009 年 9 月の間には、7 回の基礎コースの理解度試

験結果は報告されなかったが、2009 年 10 月からは 10 回の基礎コースのうち 7 回は理解度試

験が実施され、結果が報告されている。プロジェクトの第 3 年次からは、理解度試験の結果

が修了証に付されている。 

（指標 1-2）ある程度達成している。各コースの評価は研修後に実施されている。ただ、ニーズアセ

スメント調査、インパクト調査、質問票調査は定期的に行われたものの、活動計画のなかに

盛り込まれてはいない。 

（指標 1-3）限られた範囲で達成している。データベースは作成されたが、予算の不足と水・エネル

ギー省の採用規則により、外部講師の雇用の参考情報に使われず、更新もされていない。 

（指標 1-4）限られた範囲で達成している。EWTEC の位置づけが確立されていないので、いずれも開

催されていない。しかし、EWTEC スタッフと専門家がその活動や問題を共有するための

EWTEC 全体会合が、プロジェクトの第 2 年次の前半に 5 回開催された。プロジェクトでは、

ドナー会合や水セクターフォーラムに積極的に参加し、EWTEC の活動について報告した。

（指標 1-5）達成している。いくつかの基礎コースで教科書が成果品に追加された。実施された全て

のアドバンスコースと計画中のいくつかのコースで、そのカリキュラム、モジュール、教材

や教科書が作成され改訂された。 

成果 2：研修を通じ州、郡、民間、NGO の技術者及び職業訓練校教員の給水開発･維持管理にかかる

技能が向上する。 

達成度合いは中程度である。その理由は以下の通り。 

（指標 2-1）ある程度達成している。研修コースの数はプロジェクト開始前の約 10 から現在 13 に増

加したが、施設拡張の遅延や人員の不足により制限されている。新しいコースとして、郡水

事務所職員を対象にした 3 つの研修コース（地下水マネジメント、給水技術、電気機械整備

技術）が実施され、先方からの要請に基づき電気機械整備技術コースがアファール州で実施

された。さらに 2 つのコースが第 3 年次に開催される予定である。研修参加機関の多様性に

ついては、職業訓練校生徒の研修やオンデマンドコースが今までに実施されている点は評価

できる。また、EWTEC は試験的に民間セクターや NGO を研修に招待している。 

（指標 2-2）問題はあるが、達成している。評価調査団は今までに実施されてきた 18 回の基礎コース
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のうち 7 回のデータのみ得た。しかし、利用可能なデータでは、本指標がほぼ達成されてい

る。 

（指標 2-3）達成していない。現在の長期研修計画では、プロジェクト期間中の研修生の数は 1546 人

となっている。必要な人員の不足や拡張の遅延が研修生数の目標の達成を不可能にしている。

（指標 2-4）質的調査においてほぼ達成している。今までに実施された質的なインパクト調査の結果

では、修了生やその上司が EWTEC の研修コースにほぼ満足しているとされている。 

成果 3：研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指導能力が向上する。

達成度合いは中程度である。 

（指標 3-1）達成している。基礎コースに必要な研修カリキュラム、モジュール、教材、配布物は、

研修生の要望に基づいて改定された。新しく設置されたアドバンスコースについても教材が

作成された。 

（指標 3-2）まだ計測できない。コースコーディネーターや講師の能力を計るための能力向上システ

ムが導入され、これまでに 2 回実施された。しかし評価調査団は 2009 年のデータを得ただけ

であった。結果のフィードバックは適切に行われていない。評価方法についてカウンターパー

トと専門家の間で検討が行われるべきである。 

（指標 3-3）ほぼ達成されているが、問題がある。コース評価結果はほぼ満足できるものであるが、

評価調査団が修了生や研修生に対して行ったインタビューや評価結果では、実践的研修の割

合を多くしてほしいとの要望が聞かれた。 

成果 4：EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される。 

達成状況は低い。 

（指標 4-1）ある程度達成している。現センター長は水・エネルギー省の関連部局の局長や副局長と

密接なコミュニケーションを維持するよう努力している。ドナー会合や水セクター会合で

EWTEC 活動について報告することを通じて、EWTEC はドナーや NGO など関係機関に広く

知られている。しかし、EWTEC は運営への支援を獲得するための他のドナーとの直接の連携

はまだ確立していない。 

（指標 4-2）十分には達成していない。プロジェクト期間中のコーススケジュールは策定され、改訂

された。一方、EWTEC の位置づけが定まらず、予算不足のため、中長期計画を実施するため

の戦略は策定されていない。 

（指標 4-3）達成していない。EWTEC の申請予算の半分しか財務経済開発省から配分されていない。

今まで予算の制約はあったが、水・エネルギー省と EWTEC は WASH 人材育成ファンドから

必要な予算を配分する努力を行った。しかしながら、同ファンドによる支援がいつまで続く

かは定かでない。予算の制約のため、新コースの実施と施設の拡張は遅れている。本件につ

いて、JICA は技術協力の機関であるため、資金支援ではなく、技術協力と機材供与により支

援を行っている。 

（指標 4-4）達成していない。必要予算額は配分されておらず、必要な人員も採用されていない。そ

のため、計画通りの質を確保したコースの管理が不可能である。財務、人事管理能力は低い。

（指標 4-5）達成している。研修生データベースは研修実施に従って作成され、更新された。 

（指標 4-6）達成しつつあるが、改善の余地がある。年報が発行され、今年も発行される予定である。



 

viii 

ホームページは月 1～2 回更新されている。しかしながら、同活動の EWTEC 側の担当者がい

ない。活動の CP が配置されるべきである。 

3-2. 評価結果の要約 

（１）妥当性 

プロジェクトの妥当性は高いと判断される。 

プロジェクトは、水給水人材育成を優先課題とするエチオピア政府の五カ年計画（「成長と変革プ

ラン：GTP：Growth and Transformation Plan」）に整合している。 

また、エチオピアにおける水セクターのニーズにも整合している。水セクター政策「全国普及計

画」（Universal Access Programme）によると、国の様々なレベルの 49,174 人の人材育成が必要で、短

期研修を通じた彼らの能力向上が不可欠としている。本プロジェクトで実施された研修ニーズアセ

スメント調査結果に基づき、郡（ワレダ）政府職員、民間セクター、NGO と職業訓練校（TVETC）

に向けて新しいコースが計画された。 

さらに本プロジェクトは日本の政府開発援助政策に整合している。エチオピアに対する国別援助

計画は水と衛生を 2 つの重点セクターと定めている。第 4 回アフリカ開発会議（TICAD IV）でも、

効果的な水資源管理と安全な水や衛生設備へのアクセスを重点課題とした。 

（2）有効性 

本プロジェクトの有効性は比較的低い。 

プロジェクト目標の達成度は比較的低い。EWTEC はエチオピアの地方給水における唯一の研修セ

ンターとして、州水事務所と給水公社（WWCE、WWDE など）により認知されている。しかしなが

ら、プロジェクト目標を達成するための外部条件「EWTEC の全ての職員（カウンターパート）が

EWTEC で勤務し続ける」は、当初配置されたカウンターパートの多くの技術レベルに比べて低い給

料や、海外研修の機会がないことにより離職したため、満たされていない。それらの問題を解決す

るためには、EWTEC が公社化することが必要であると考えられる。EWTEC が中核研修機関として

の能力を確立するために、財務、組織、人事、マーケッティングなどの組織管理能力が必要不可欠

であるが、現在それらの能力は低い。水・エネルギー省のイニシアティブとともに、EWTEC はプロ

ジェクトの後半に上述の能力を向上することが必要である。 

（3）効率性 

本プロジェクトの効率性は低い。 

エチオピア側、日本側からのいくつかの投入は不十分だった。予算の不足は EWTEC の運営管理

と基礎コースの運営に制約を与えた。これらは計画された研修コースの円滑な実施を妨げた。日本

側からの投入では、いくつかの機材や専門家の投入時期は適切ではなく、日本の無償資金協力によ

る供与機材が研修コースの何回目かにようやく到着したため、適切な研修が出来なかった事態が生

じた。また 1 つのリグが、引き渡し試験の際に適切に作動しなかったため、掘削技術アドバンスコー

スや深井戸コースの実施が遅れた。 

2008 年 12 月から 2009 年 9 月まで、スタッフ間の関係は適切でなかった。これはスタッフのモチ

ベーションを下げ、多くのスタッフが離職し、プロジェクトの十分な運営を困難にした。遅々とし

た BPR プロセスにより EWTEC の位置づけがいまだ定まらないことや昨年末の省庁再編のせいで、
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プロジェクトのいくつかの活動が実施困難となった。 

EWTEC の運営に必要な額の半額しか政府予算から配分されておらず、予算の不足は WASH 人材

育成ファンドを含む他の財源から確保されている。今後数年間の必要予算は、アドホックな手段で

なく、計画的かつ体系的な方法で確保されなければならない。 

（4）インパクト 

本プロジェクトのインパクトが発現する見込みは現時点で明らかではない。 

上位目標の達成状況の見込みは、プロジェクト目標の達成が確実でないため、不明である。EWTEC

の位置づけと運営、施設拡張のための予算の確保の見込みが現時点で明らかではない。PDM1 に記

載された上位目標を達成するための外部条件の多くは満たされると期待できる。履修生による彼ら

の組織の同僚に対するインパクトは観測されている。 

（5）自立発展性 

本プロジェクトの自立発展性の見込みは現時点で低い。 

＜政策・制度的側面＞ 

GTP のドラフトや改訂された UAP は、給水のための人材育成を優先課題としている。水セクター

の研修システムの重要性は変化しないと考えられる。 

＜組織・財政的側面＞ 

組織的、財政的側面において、EWTEC の位置づけが定まらないため、現時点で自立発展性の見込

みは低い。EWTEC の位置づけが変化しないなら、現在の比較的低い給料でセンターに人材が残るか

は定かではなく、研修計画の実施や施設の拡張に必要な予算は確保できないかもしれない。一方、

EWTEC が公社化することが決まれば、組織編成、市場アセスメント、中長期戦略策定、運営計画策

定を行って、EWTEC 運営の持続性を確保するために、将来の EWTEC の財務分析が必要となる。

＜技術的側面＞ 

技術的側面においては、コースコーディネーターや講師が研修管理や基礎コースの講義を行うの

に必要な能力を獲得し、プロジェクト終了までに彼ら自身で研修を実施できることが期待される。

しかしながら、EWTEC の現在の位置づけのままであれば、低い給料や研修のインセンティブがない

ことにより、現在のスタッフが離職する可能性があり、その場合新スタッフが研修を実施できる定

かでない。また、質の比較的高い技術者の数がかなり増えなければ、技術的持続性は低くなること

が期待される。専門家が教えているアドバンスコースに関しては、コースコーディネーターや講師

だけで研修ができるか定かでない。 

＜環境的側面＞ 

環境的側面では、EWTEC が持続的に発展していくために、今後数年間のエチオピア政府予算やド

ナー支援が不可欠だが、それが将来も維持されるかは定かではない。一方、ニーズアセスメント調

査やインタビュー結果は、民間セクターに研修の需要があり、公社化し自立化して EWTEC が継続

的に研修を実施すれば、収入が得られる可能性を示唆している。 

3-3. 結論 

本中間レビュー調査の結論は以下のとおりである。 

 成果 1，2，3 の達成状況は中程度である。また成果 4 の達成状況は低い。成果 4 の達成状況が低
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い理由は、主に財務、人事、物的資産面での不十分な組織管理能力によるものである。 

 このような組織管理能力の状況から、プロジェクト目標のこれまでの達成状況と見込みは比較的

低い。 

 プロジェクト目標の達成が現時点で確実でないことから、上位目標の達成状況も確実ではない。

 評価 5 項目では、プロジェクトの評価結果は以下のとおりである。 

 プロジェクトの妥当性は高い。 

 有効性の見込みは比較的低い。効率性は低い。 

 インパクトの見込みは現時点で明らかではない。 

 自立発展性の見込みは、組織、財政的側面で EWTEC の位置づけや予算確保が不確かであり、

技術的側面で技術者の数が大幅に増えない限り低い。 

 専門家とカウンターパートの間のコミュニケーションや技術移転において改善が必要な点がい

くつかある。 

 JICA は EWTEC の位置づけを定める委員会に対して、また EWTEC が公社化されると方向づけら

れた場合、EWTEC の位置づけと公社化のために必要な分析について支援を行う用意がある。 

 EWTEC の自立的な運営のため、EWTEC の組織管理能力は高められなければならない。 

3-4. 提言 

1. コミュニケーションの強化 

2. いくつかのコースにおける技術支援の強化 

3. EWTEC の組織マネジメント能力強化 

4. EWTEC が公社化されるための必要な調査の実施 

5. EWTEC 中長期戦略の策定 

6. 施設拡張のための予算確保 

7. 研修のための必要な人員確保 

8. 実習の割合の拡大 

9. ローカルアドバンスコースにおける技術移転 

10. 水分野に関わる民間及び NGO の研修への取り込み 

11. TVETC（技術訓練学校）講師への研修 

3-5. 教訓 

調査団は、下記のような教訓を中間レビューを通じて抽出した。 

 プロジェクトの前提条件が十分に満たされない場合には、プロジェクトのフレームワーク及びプ

ロジェクトの継続について再考することが必要である。 

 情報共有、及び円滑なプロジェクト運営のために関係者間での定期ミーティングは重要である。

 カウンターパートと JICA 専門家の良いコミュニケーションと言う点を考慮すると、JICA 専門家

の長期間のアサインメントは必要かもしれない。 
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 中間レビュー調査団派遣の目的 

本調査は、当該プロジェクトの協力期間（5 年間）の中間地点を迎え、プロジェクトが順調に効果

発現に向けて実施されているかどうかを検証し、プロジェクト内容の改善に資することを目的とする。

主要な作業内容は以下のとおり。 

ア. 活動計画に基づき、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度を調査・確認し、問題点を

整理する。 

イ. 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から、プロジェクトを

評価し、その結果をプロジェクト・チーム及びエチオピア側に報告するとともに、改善が必要と

思われる点があれば提言を行う。 

ウ. 今後の活動の方向性について、関係者間において合意形成を図る。 

1-2 中間レビュー調査団の構成 

担当 氏名 所属 

1. 団長 丸尾祐治 国際協力機構 客員専門員（水分野） 

2. 評価企画 渡辺英樹 国際協力機構 エチオピア事務所 

3. 評価分析 山内珠比 アイ・シー・ネット株式会社 

1-3 調査日程 

月日 曜日 団員名  

 渡辺団員     山内団員 

(評価企画)    (評価分析) 

丸尾団長 

9-Jan 日 成田→ドバイ  

10-Jan 月 ドバイ→アディスアババ 

14:00 JICA エチオピア事務所との打合せ 

 

11-Jan 火 8:30 EWTEC 所長との打合せ 

10:00 JICA 専門家へのインタビュー 

15:00 EWTEC 研修修了生とその上司へのインタビュー 

（アディスアババ水道局） 

 

12-Jan 水 8:30 EWTEC 研修修了生へのインタビュー（オロミア給水公社） 

13:30 水エネルギー省との打合せ（Dr.Markos 局長, 水分野能力強化局） 

 

13-Jan 木 8:30 DFID へのインタビュー（水分野担当 Alan 氏） 

14:00 研修生（SABA Drilling Company）からの聞き取り 

 

14-Jan 金 9:00 UNICEF との打合せ（Mr.Paul Deveril） 

11:00 EWTEC との打合せ（Endris 所長） 

 

15-Jan 土 文書整理  

16-Jan 日 文書整理  
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17-Jan 月 文書整理、団内打合せ 成田⇒ドバイ

18-Jan 火 ドバイ ⇒ アディスアババ（丸尾団長） 

13:30 JICA エチオピア事務所との打合せ 

15:00 EWTEC 所長との打合せ 

19-Jan 水 エチオピア休日（ティムカット） 

JICA 専門家との打合せ 

団内協議 

20-Jan 木 9:30 水エネルギー省副大臣（H.E.Kebede Gerba）表敬 

10:30 水エネルギー省との打合せ（Dr.Markos 局長,水分野能力強化局） 

14:00 EWTEC との打合せ 

21-Jan 金 10:30 AG consultant との打合せ 

13:30 EWTEC での中間レビューレポートに関する打合せ 

22-Jan 土 文書整理 

23-Jan 日 文書整理 

24-Jan 月 中間レビューレポートに係る協議 

25-Jan 火 PDM 変更に係る協議 

26-Jan 水 中間レビューレポートに係る協議 

27-Jan 木 JCC（中間レビューレポートサイン、発表） 

28-Jan 金 9:00- JICA 事務所報告 

アディスアババ → ドバイ 

29-Jan 土 ドバイ → 東京 
 

1-3-1 評価手法 

合同評価調査団は、2009 年 6 月に改訂されたプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM 1）

に基づいて、本プロジェクトの評価を行った。そのために、事前調査報告書、インセプション・レポー

ト、プロジェクト・ドキュメント、進捗報告書、インテリム・レポート、その他関連資料によって、

評価デザインの分析を行い、評価グリッドを開発した。評価グリッドの作成にあたっては、プロジェ

クト関係者に配布した質問票の回答や関連データなども参考にした。 

現地調査では、質問票を分析するとともに、評価グリッドの不明個所を埋めるため、プロジェクト

関係者にインタビューを行った。その対象は、専門家 3 人、カウンターパート 7 人、水・エネルギー

省副大臣、研修修了生 2 人、研修生・元講師・NGO 職員各 1 人、ドナー2 人の計 18 人である。今回

の評価活動はエチオピア側と日本側の合同で行われ、調査団は両国より供給された。EWTEC 敷地内

の機材とその使用状況を点検し、プロジェクト実施プロセスを確認した。さらに 5 項目評価に必要な

データを収集した。この調査をもとに合同評価報告書ドラフトが作成された。調査団員が検討して改

訂された 終報告書は、プロジェクトの合同調整委員会により承認された。プロジェクトの中間レ

ビューでは、活動の進捗状況、成果の達成度合い、プロジェクト目標達成の度合いと見込みについて

確認した。プロジェクト評価の 5 つの視点は、妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性で

ある。 
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① 妥当性：プロジェクト目標や上位目標について、エチオピア政府の開発政策やプロジェクト受益

者のニーズの観点で妥当かどうか考察する。 

② 有効性：プロジェクトが実際にターゲットグループに便益を与えたか、プロジェクトが有効であ

るか確認する。プロジェクト目標が期待通りに達成されているか、それがプロジェクトによる結

果なのかも精査する。 

③ 効率性：プロジェクトが資源の活用を効率的に行っているか確認する。投入と成果の関係につい

ても見直す。投入コストが成果とプロジェクト目標の達成度合いに適切であるか考察する。 

④ インパクト：プロジェクトによって実現される長期の直接的間接的効果を確認する。その分析は

プロジェクトが計画されたときに、期待されていなかった正・負のインパクトを含む。 

⑤ 自立発展性：組織的、資金的、技術的、環境的側面に焦点をあて、プロジェクトの達成がどの程

度持続的に実現されるか確認する。 
 
なお、合同評価調査団は、調査結果に基づいて提言と教訓を取りまとめたが、時間の制約とインタ

ビューサンプルの制限により、評価活動に限界があったことを留保している。 





 

2-1 

第2章 プロジェクトの概要 

2-1 プロジェクトの背景 

エ国の安全な水へのアクセス率の現状は 22%と、サブサハラ平均の 58%（2002 年 UNDP）と比較

しても極めて低い数値に留まっており、特に人口の 85%が居住する村落部住民は、生活用水の確保

に多大な時間と労力を費やさざるを得ず、安全な水の供給は基礎教育・保健医療・農村開発等と密接

に関連する横断的な課題となっている。一方で 1994 年から始まったエチオピア現政権の地方分権化

政策により、地方給水事業は各州政府に移管され、郡レベルの水事務所が事業実施主体となるべく改

革が進められている。しかし、地方行政の予算確保、人材育成は遅れ、各州政府が独自に給水事業を

展開するためには技術者の育成と適切な維持管理が急務となっている。2005 年に策定されたエ国水

セクタープラン「国家給水衛生向上計画」（Universal Access Programme: UAP）では 2012 年までに約

5 万人の技術者の育成が必要としている。 

これに対し、エチオピア政府と我が国は、1998 年 1 月から技プロ「地下水開発・水供給訓練プロ

ジェクト」（以下、プロジェクト）（フェーズ１）を実施し、アディスアベバ訓練センター（現在名：

エチオピアウォーターテクノロジーセンター（以下、EWTEC））新設支援、常設訓練コースの設立・

実施支援等を行った。これに続いて 2005 年 3 月から開始されたフェーズ２では基本 5 コースの自立

化、アフリカ向け研修の開始を含むセンター機能拡充及び調査研究活動を通じた研修教材開発等を行

い、プロジェクト終了時点でのべ約 1900 名もの人材が研修を修了するに至っている。これら活動の

結果、EWTEC は連邦政府のみならず、州、他ドナー等幅広いステークホルダーからエ国における水

資源開発に携わる人材育成の中核機関として認知されるようになった。その後、エ国の政策・行政面、

法的根拠等に基づいた EWTEC の位置付けがより上位に、広範囲に位置付けられる中で、今後 EWTEC

が UAP の達成や継続的に求められる水資源開発に係る人材育成ニーズに持続的に応えていくために

は、①州レベル技術者に加え、郡水事務所技術者等の行政関連人材、給水衛生職業訓練校教官、民間

/NGO 関連技術者等多様なニーズに的確に対応すること、②研修の質を確保した上で我が国支援から

自立化することが も重要な課題となっている。 

2-2 プロジェクトの概要 

プロジェクトの概要 

プロジェクト名 エチオピア「地下水開発・水供給訓練計画プロジェクトフェーズ３」 

対象地域 エチオピア国 

協力期間 2009 年 1 月 6 日～2014 年 1 月 

上位目標 持続的な給水施設の建設及び維持管理を行うために地下水管理、水供給管理

を行う全国の人材が増加する。 

プロジェクト目標 エ国における給水人材育成にかかる中核機関としての EWTEC の機能が確立

される。 

成 果 （1） 研修の質を持続的に確保するための研修マネジメントシステム（計画-

実施-モニタリング-評価）が強化される。 

（2） 研修を通じ州、郡、民間、NGO の技術者及び職業訓練校教員、並びに
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近隣アフリカ諸国の地下水開発･水供給にかかる技術力が向上する。 

（3） 研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指

導能力が向上する。 

（4） EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される。 
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第3章 プロジェクトの実績と現状 

3-1 投入の実績 

3-1-1 日本側の投入 

（1） 専門家派遣 

2010 年 12 月までに 15 の専門分野で 16 人の専門家が、延べ 61.73 人月で派遣された。専門家

派遣の詳細は別添資料を参照。 

（2） 供与機材 

これまでにプロジェクトにより日本で購入された機材の内訳は、別添資料 Appendix 4-2 に示

す。日本とエチオピアでの購入費はそれぞれ 7,148,000 円、2,846,600 円。日本側のエチオピアで

の活動コストは第 1 年次（2009 年 1 月～7 月）73,061 円、第 2 年次（2009 年 8 月～2010 年 6 月）

151,321 円、第 3 年次（2010 年 7 月～12 月）27,524 円であり、人件費、書類代、車両借り上げ、

消耗品費などを含む（別添資料を参照）。 

3-1-2 エチオピア側の投入 

エチオピア側は、13 人の C/P を配置した（別添資料 Appendix 5-1 を参照）。人件費、報酬、物品・

サービス代金、消耗品費のために、過去 3 会計年度に 5,464,950 ブルが予算計上された。2008 年 7 月

～2009 年 6 月は 1,315,715 ブルを財務経済開発省が計上。2009 年 7 月～2010 年 6 月は財務経済開発

省が 1,443,740 ブル、WASH（水・衛生セクター）人材育成ファンドが 113,600 ブルで、2010 年 7 月

～2011 年 6 月は財務経済開発省が 1,504,900 ブル、WASH 人材育成ファンドが 1,086,950 ブルを計上

した。 

3-2 成果（アウトプット）の達成状況 

成果 1「研修の質を持続的に確保するための研修マネジメントシステム（計画―実施―モニタリン

グ―評価）が強化される」の達成度合いは中程度である。 

表 3-1 成果 1 の達成状況 

指標 達成状況 

1-1 理解度試験の作

成・実施状況（全

コース） 

達成しつつある。2008 年 12 月から 2009 年 9 月の間には、7 回の基礎コー

スの理解度試験結果は報告されなかったが、2009 年 10 月からは 10 回の基

礎コースのうち 7 回は理解度試験が実施され、結果が報告されている。プ

ロジェクトの第 3 年次から理解度試験の結果が修了証に付されている。 

1-2 定期的なニーズア

セスメントが組織

化され、その結果

が研修活動に反映

される。 

ある程度達成している。各コースの評価は研修後に実施されている。ニー

ズアセスメント調査、インパクト調査、質問票調査は定期的に行われたが、

それは活動計画のなかに盛り込まれてはいない。 

1-3 外部講師データ

ベースが作成さ

れ、更新される。

限られた程度は達成している。データベースは作成されたが、予算の不足

と水・エネルギー省の採用規則により、それは外部講師の採用に使われず、

更新もされていない。 
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1-4 研修技術委員会

（TCC）と外部会

合の結果 

限られた程度は達成している。EWTEC の位置づけが確立されていないの

で、いずれも開催されていない。代わりに、EWTEC スタッフと専門家がそ

の活動や問題を共有するための EWTEC 全体会合が、プロジェクトの第 2

年次の前半に 5 回開催された。プロジェクトでは、ドナー会合や水セクター

フォーラムに積極的に参加し、EWTEC の活動について報告した。 

1-5 プロジェクト成果

品 

達成している。いくつかの基礎コースで教科書が成果品に追加された。実

施された全てのアドバンスコースと計画中のいくつかのコースで、そのカ

リキュラム、モジュール、教材や教科書が作成され改訂された。 
 
指標 1-1 は達成しつつある。 

理解度試験は基礎コースに対して行われている。2008 年 12 月から 2009 年 9 月まで、EWTEC の状

況は不安定で、研修センターの円滑な運営を阻んだ。スタッフのセンターに対する不満をセンター長

が受け入れなかったため、スタッフが報告書を書く意欲を失っていた。そのため、 初の 7 回のコー

ス実施報告書は作成されなかった。一方、第 2 年次に、研修生の評価方法は、各モジュールの理解度

試験結果をもとに開発された。2009 年 10 月から 10 回の基礎コースのうち、コースコーディネーター

がいなかった給水技術コース 2 回と地下水調査コース 1 回を除く 7 回は、理解度試験が実施され結果

が報告された。第 3 年次から理解度試験結果が修了証に添付された。 

指標 1-2 はある程度達成された。 

定期的なニーズアセスメントについては、ニーズアセスメント調査だけでなく、各コースの評価、

インパクト調査、関係者へのインタビューやそのニーズを探るための質問票調査を含む。全 10 州と

1 つの特別州をカバーするニーズアセスメント調査が 2009 年に行われた。その結果は新しいアドバ

ンスコースを開発し、基礎コースのカリキュラムやモジュールを改訂するために活用された。 

コース評価については、研修後の研修生への質問票が第 1 年次に作成され、コース実施報告書に記

された。いままでに実施された 18 回の基礎コースのうち 7 回においてコース評価が実施され、その

結果が表 3-2 に見られるように次の研修コースに反映された。研修生のコメントは主に日当、寮、食

事に対する不満であった。より長い研修への要望により、いくつかのコースでは期間を延ばした。い

くつかのコースで実践的研修を長くすることが、コース評価や修了生・研修生へのインタビューで要

求されたが、それは改善されていない。EWTEC によれば、これは 2010 年 10 月まで実践的研修機材

が届かなかったためであるとされた。実践的研修を増加させるために、研修プログラムの改訂が検討

されるべきである。 

インパクト調査は 2010 年 4 月から 5 月にかけて、アディスアベバとオロミア州、アムハラ州の州

水エネルギー局（RWB）、水道建設公社（WWCE）、その他の組織に対して実施された。質問票は 2010

年 5 月から 6 月に 3 つの州の RWB の長に配布された。ニーズアセスメント調査、インパクト調査、

質問票配布は定期的に実施されたが、年間活動計画に記載するなど組織的に行うようにはなっていな

い。それらの調査の結果が将来の研修コースに反映されるために、定期的に行われる必要がある。 
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表 3-2 コース評価結果などの反映による改善点 

コース 改善点 
全体  食品業者との交渉を通じて、カフェテリアのメニューのバラエティーを増やした。 

 第 1 年次に日当などの予算が財務経済開発省により承認されなかったため、EWTEC
はそれを水・エネルギー省と交渉し、WASH ファンドから確保した。 

地下水調査  コース評価で低い点数の外部講師は大学教授に変更された。 
 GIS のようなソフトウェアが活用されるクラスが追加された。 
 二次元影像法のようなアドバンスコースが物理探査の実践的研修に含まれた。 
 研修生からの物理探査研修への高い要望にこたえて、アドバンスコースが実施され

た。 
掘削技術  2.5 カ月の研修期間が、要求に従って 3 カ月に拡大された。 

 岩質に関する説明が、掘削作業のための必要な知識として含まれた。 
 各州における井戸リハビリやトラブル処理のケーススタディが含まれた。 

掘削機械整備

技術 
 実践的技術を増やすために、中古の車両部品が研修のためのモデルとして使われた。

 以前は故障したエンジンしかなかったが、現在使われているエンジンが研修に使わ

れた。 
 電気管理の研修が既存のモジュールに含まれた。  

電気機械整備

技術 
 電子に関するモジュールが現在の必要性によって加えられた。  
 スイッチボードや発電機の実践的研修時間が研修生からの要望に基づき、増加され

た。 
給水技術  ソフトウェア研修に対する高い要望にこたえて、AutoCAD や EPANET の講義時間

が外部講師を雇用することが含まれた。 
 実践的研修時間を増やすために、アディスアベバ大学のラボが活用された。  

出典：EWTEC スタッフからの情報 

 
指標 1-3 は限られた範囲で達成されている。 

将来の講師候補を揃える外部講師データベースが開発された。しかしながら、予算の不足や水・エ

ネルギー省の採用規則により、オープンに外部講師を採用するのは可能である。データベースは採用

のために使用されないので、コースコーディネーターはデータベースを更新することに意欲を見出せ

ていない。 

指標 1-4 は限られた範囲で達成されている。 

EWTEC の水エネルギー省における位置づけが確立されていないため、TTC（技術研修委員会）や

外部会合が開かれていない。研修の技術的側面が議論され、研修セッションの質を確保するために管

理される TTC は 4 つの作業グループを設置することになっており、第 1 年次に設立され、運営され

た。しかしながら、EWTEC の位置づけが明確でなく、組織体制や人員は BPR（ビジネス・プロセス・

リエンジニアリング）に従って変化することになった。そこで、EWTEC は第 2 年次から TTC の運

営を中止した。代わりに、EWTEC 全体会合が EWTEC スタッフの活動と課題を共有するために、第

2 年次の前半までに 5 回開催された。もともと計画されていた外部会合は開催されなかったが、第 1、

2 年次のプロジェクト・チームは、積極的にドナー会合や水セクターフォーラムに参加し、EWTEC

の活動について報告した。 

指標 1-5 は指標を再定義し、それを下に達成されている。 

本指標は不明確で、次のように再定義すべきである。「コースのカリキュラム、モジュール、教材、

教科書が適切な時期に作成される」である。基礎コースが第 2 フェーズから実施されたため、全体と

してそれらを改訂する必要はなく、いくつかの教科書が追加されることとなった。コースのカリキュ
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ラム、モジュール、教材、教科書が、実施された全てのアドバンスコースと計画中のいくつかのコー

スのために作成され、改訂された。 

このほかに、研修生の選定プロセスは、適切な技術レベルを持つ研修生を選定するために改訂され

た。EWTEC 修了証のグレード付けも、修了証が研修生のより詳細な技術レベルを証明する能力を強

化するために導入された。これらの活動は、研修の質の向上を確保するためのメカニズムを強化して

いる。 

3-2-1 成果 2 

成果 2 は「研修を通じ、公的セクター（政府関係者）、民間、NGO の技術者及び TVETC（職業訓

練校）教員、並びに近隣アフリカ諸国の受講生の地下水開発・水供給に関する技術力が向上する」で

ある。本指標は、研修コースが効果的に十分実施されたかを確認するものである。本指標の達成度合

いは中程度である。 

表 3-3 成果 2 の達成状況 

指標 達成状況 
2-1 研修コースの数、研修参加機

関の多様性。 
ある程度達成している。研修コースの数はプロジェクト開始前の

約 10 から現在 13 に増加したが、これは施設拡張の遅延や人員の

不足により制限されている。新しいコースとして、郡水事務所職

員を対象にした 3 つの研修コース（地下水マネジメント、給水技

術、電気機械整備技術）が実施され、オンデマンド電気機械整備

技術コースがアファー地域で実施された。ルーシー職業訓練校で

は、1 つの電気機械整備技術研修コースが講師や生徒に対して実

施された。さらに 2 つのコースが第 3 年次に開催される予定であ

る。研修参加機関の多様性については、職業訓練校生徒の研修や

オンデマンドコースが今までに実施されており、EWTEC は試験

的に民間セクターや NGO を研修に招待した。 
2-2 各コースの終了時に実施さ

れる理解度試験で、研修生全

員の平均が 75％以上を得点

するとともに、80％以上の得

点者が過半数を超える。 

問題はあるが、達成している。評価調査団は今までに実施されて

きた 18 回の基礎コースのうち 7 回のデータのみ得た。しかし、

利用可能なデータでは、本指標がほぼ達成されている。 

2-3 プロジェクト終了時に、州、

県、タウン、郡、TVETC、民

間、NGO 等の研修受講者が約

2500 人に達する。 

達成していない。現在の長期研修計画では、プロジェクト期間中

の研修生の数は 1546 人となっている。必要な人員の不足や拡張

の遅延が研修生数の目標の達成を不可能にしている。 

2-4 訓練の成果に関する研修生

やその上司の満足度。 
質的調査においてほぼ達成している。今までに実施された質的な

インパクト調査の結果は、修了生やその上司が EWTEC の研修

コースにほぼ満足しているとされている。 
 
指標 2-1 はある程度達成されている。 

本指標は目標値を持つべきである。本レビューでは、研修コースの数や研修参加機関の多様性がプ

ロジェクト開始時から増加したかどうかを測った。コースのスケジュールでは、研修コースの数がプ

ロジェクト開始前の約 10 から現在 13 に増加した。研修ニーズアセスメント調査をもとに、郡水事務

所職員を対象にした 3 つの研修コース（地下水管理、給水技術、電気機械整備技術）が新設された。

1 つのオンデマンド電気機械整備技術コースがアファー地域で新しく実施された。さらに 2 つのコー
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スが第 3 年次に実施される予定である。ニーズアセスメント調査に基づき、11 のコースを実施する

計画であったアドバンスコースについては、3 つのコースのみが実施された。これは予算の不足、人

員の不足、施設拡張の遅延、購入したリグの問題のほかに、民間セクターや NGO よりも公共セクター

に重点が置かれたことによるものである。 

研修参加機関の多様性については、職業訓練校生徒のための研修コースとオンデマンドコースが実

施され、EWTEC はいくつかの民間企業や NGOs に招待状を送付し、試験的に研修を実施した。結果

として、民間セクターから 4 人の研修生が掘削機械整備技術、掘削技術、地下水管理コースに参加し

た。水・エネルギー省は民間セクターや NGOs も研修することを検討しているので、EWTEC はより

多様な研修参加機関から研修生を招待することになるだろう。 

指標 2-2 は、問題はあるが、達成している。調査団は、評価期間中に実施された 18 回の基礎コー

スのうち 2009 年 9 月以降の 7 回のデータしか得られなかった。7 回のデータでは本指標がほぼ達成

されたことを示している。7 回の研修コースの理解度試験の平均点は 100 点満点中 80.49 点で、7 回

のコースの研修生の 49％が 80 点以上だった。今後研修の向上を図れば、80 点以上を取る研修生の割

合が上がっていくことが期待される。 

表 3-4 理解度試験の平均点と 80 点以上を取った研修生の割合 

コース
掘削技術
(21)

掘削機械整
備(22)

電気機械整
備(14)

地下水調査
(23)

掘削技術
(22)

掘削機械整
備(23)

電気機械整
備(15)

平均

研修機関
2009年10月
-2010年1月

2009年10月
-2010年1月

2010年3
月ー4月

2010年4月
―6月

2010年4月
―7月

2010年4月
―7月

2010年8月
―9月

平均点 79.92 85 74.36 79.4 78.18 86.17 80.41 80.49143
80点以上を取った研修
生の割合（%）

0.4 0.72 0.25 0.47 0.2 0.8 0.57 0.487143
 

出典：プロジェクト記録 

 
指標 2-3 は達成していない。 

現在の長期研修計画では、プロジェクト期間の研修生数は 1546 人である。元の計画では研修セン

ター、寮、その他の施設の拡張が 2010 年 3 月に完成する予定だったが、まだ建設が始まっていない。

必要な人員の不足や施設拡張の遅延によりプロジェクトの研修生目標数に達することが妨げてられ

る。 

指標 2-4 はほぼ達成している。 

今までの質的インパクト調査結果は、修了生やその上司が EWTEC による研修が、とても有用で実

践的であると、大方満足していることを示している。 

3-2-2 成果 3 

成果 3 は「研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指導能力が向上す

る」である。カウンターパートに対するインタビューでは、本プロジェクトの討議議事録（R/D)）で

示された、彼らの能力開発のための外国での研修が実施されなかったことが言及された。達成度を計

ることができない指標 3-2 を除けば、本成果の達成状況は中程度である。 
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表 3-5 成果 3 の達成状況 

指標 達成状況 
3-1 研修カリキュラムとモ

ジュール、教材、配布物

の作成あるいは改定。 

達成している。基礎コースに必要な研修カリキュラム、モジュール、

教材、配布物は、研修生の要望に基づいて改定された。新しく設置さ

れたアドバンスコースについては、教材が作成された。 
3-2 研修職員の技術力・技能

力評価が全て向上する。 
まだ計測できない。コースコーディネーターや講師の能力を計るため

の能力向上システムが導入され、これまでに 2 回実施された。しかし

評価調査団は 2009 年のデータを得ただけであり、結果のフィード

バックは適切に行われていない。評価方法についてカウンターパート

と専門家の間で検討されるべきである。 
3-3 研修職員の知識・技術レ

ベル、指導法、コース運

営手法、指導態度に対す

る研修参加者の満足度。 

ほぼ達成されているが、問題がある。コース評価結果はほぼ満足でき

るものであるが、評価調査団が修了生や研修生に対して行ったインタ

ビューや評価結果では、実践的研修の割合を多くしてほしいとの要望

が聞かれた。 
 
指標 3-1 は達成している。 

第 1 年次には、各モジュールの内容や目的を示したモジュール概要表が基礎コースとアドバンス

コースのために作成された。研修期間や対象とする研修レベルに従って、いくつかのモジュールが入

れ替えられた。基礎コースでは特に改定の必要はなかったが、いくつかの教材が追加された。新しく

設置されるアドバンスコースについては、これらの教材がカウンターパートと専門家により作成され

る。 

指標 3-2 の達成については計測できない。 

コースコーディネーターと講師の 6 つの能力1について、彼ら自身やその上司、専門家が把握でき

るようにするため、能力向上システム（CIS）が導入された。専門家によると、今までに実施された

2 回のうち 1 回だけ結果がまとめられたが、評価調査団は 2009 年の 7 人のコースコーディネーター

と講師のデータのみ得ることができた。専門家による結果のフィードバックは適切に実施されていな

い。代替手法がカウンターパートと専門家の間で検討されるべきである。 

EWTEC スタッフの大半がより実践的な経験を必要としているため、専門家はニーズに応じて基礎

コースでアドバイスを行い、現場で OJT を実施した。地下水調査ではリフトバレーで OJT が計画さ

れた。掘削技術では、他の組織と連携して掘削技術やエンジンの維持管理について OJT が実施され

た。これらの研修コースを通じて、コースコーディネーターや講師が実践的知識と技術を身につける

ことが期待されている。本プロジェクトの討議議事録（R/D）で本邦研修が記載されているので、コー

スコーディネーターや講師はプロジェクトの後半に外国で研修を受けることを希望している。JICA

によれば、EWTEC の位置づけや方向性が明確になれば、本邦研修が実施されるとしている。 

教授法については、5 つの全基礎コースの講師に観察が行われ、その結果が各講師に対してフィー

ドバックされた。2 つの研修セミナーが行われ、初めのセミナーでは 5 人の講師に対して、2 番目の

セミナーでは 7 人の講師と 3 人の専門家に対して行われた。情報教育コミュニケーション・教授法マ

ニュアルが作成された。 

指標 3-3 は達成されたが問題がある。 

                                                        
1 （1）態度、（2）コース管理、（3）理論的能力、（4）実践的能力、（5）クラス構成及び教材の準備、（6）教授法 
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コース評価の結果はほぼ満足できるものである。教授態度、コース教材と準備、講師の教授法につ

いての評価も高いが、評価調査団が修了生や研修生に対して行ったインタビューや評価結果では、実

践的研修の割合を多くしてほしいとの要望が聞かれた。外部講師の数人は低く評価されている。 

3-2-3 成果 4 

成果 4 は「EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される」である。本プロジェクトは終了後に

EWTEC が自立的に管理できることが目指されている。本成果の達成状況は低い。 

表 3-6 成果 4 の達成状況 

指標 達成状況 
4-1 水・エネルギー省関連部

局、研修参加組織、他ド

ナー等の関係機関との

連 携 が 強 化 さ れ 、

EWTEC 活動への参加意

識が高まる。 

ある程度達成している。現センター長は水・エネルギー省の関連部局

の局長や副局長と密接なコミュニケーションを維持するよう努力し

ている。ドナー会合や水セクター会合で EWTEC 活動について報告す

ることを通じて、EWTEC はドナーや NGO など関係機関に広く知ら

れている。しかしながら、EWTEC はその運営への支援を獲得するた

めの他ドナーとの直接の連携はまだ確立していない。 
4-2 中長期計画策定 十分には達成していない。プロジェクト期間中のコーススケジュール

は策定され、改訂された。一方、EWTEC の位置づけが定まらず、予

算不足のため、中長期計画を実施するための戦略は策定されていな

い。 
4-3 EWTEC 戦略と計画に基

づいた予算配分 
達成していない。EWTEC の申請予算の半分しか財務経済開発省から

配分されていない。いままで予算の制約はあったが、水・エネルギー

省と EWTEC は WASH 人材育成ファンドから必要な予算を配分する

努力を行った。しかしながら、このファンドによる支援がいつまで続

くかは定かでない。この予算の制約のため、新コースの実施と施設の

拡張は遅れている。本件について、JICA は技術協力実施機関である

ため技術協力と、場合によって専門家の提案に基づく機材供与により

支援を行っている。 
4-4 組織管理能力（予算・人

材の確保、コース管理能

力） 

達成していない。必要予算額は配分されておらず、必要な人員も採用

されていない。そのため、計画通りの質を確保したコースの管理が不

可能である。財務、人事管理能力は低い。 
4-5 研修生データベースの

更新頻度 
達成している。研修生データベースは研修実施に従って作成され、更

新された。 
4-6 EWTEC 年報の発行 達成しつつあるが、改善の余地がある。年報が発行され、今年も発行

される予定である。ホームページは月 1～2 回更新されている。しか

しながら、これらの活動の EWTEC の担当者がいない。これらの活動

の担当者が配置されるべきである。 

4-7 EWTEC ホームページの

更新頻度 

 
指標 4－1 はある程度達成している。 

現センター長は、水・エネルギー省の関連部局の局長や副局長と密接にコミュニケーションを取る

努力を行っている。関連部局には、EWTEC はコースの講師を依頼している。コースコーディネーター

がいない給水技術コースについては、全てのモジュールが水・エネルギー省からの講師により実施さ

れた。プロジェクト・チームはドナー会合や水セクター会合に積極的に参加し、EWTEC の活動につ

いて報告を行ったため、EWTEC はドナーや NGO など関係機関に広く知られている。しかし、EWTEC

はその運営への支援を得るための他ドナーとの直接の連携をまだ確立していない。 

 



 

3-8 

指標 4-2 は十分に達成していない。 

2008 年 12 月から 2014 年 12 月までのプロジェクト期間のコーススケジュールは策定されたが、毎

年必要に応じて改訂している。それに加え、EWTEC の組織能力を分析するための参加型ワーク

ショップが開かれ、組織体制構築のための努力が行われた。プロジェクト・チームは、プロジェクト

活動を実施し、プロジェクト目標を達成するための長期活動計画を策定した。その計画に基づき、第

1 年次は「必要な成果のための分析と計画」、第 2 年次は「手法の確立とより詳細な計画策定」と位

置づけられた。第 3 年次は「手法の適用と計画の実施」のための期間としている。しかしながら、

EWTEC の位置づけがまだ定まっておらず、予算の不足のため、組織政策、目標、計画を含む EWTEC

中長期戦略がまだ策定されていない。 

指標 4-3 は達成していない。 

EWTEC からの年次申請予算の半分しか財務経済開発省から配分されていない。予算の不足分につ

いては、水・エネルギー省や EWTEC は WASH 人材育成ファンドから必要な予算を獲得するよう努

力した。しかし、同ファンドによる支援が続くか定かではない。この予算の制約により、新コースの

実施や施設の拡張は遅れている。 

指標 4-4 は達成していない。 

計画を実施するために必要な予算は配分されていないため、EWTEC の人員の配置や研修計画の十

分な実施ができないでいる。EWTEC は水・エネルギー省のセクター（地方）支援調整局の下のプロ

ジェクトと位置づけられているが、水・エネルギー省全体における予算不足の煽りを受け、外部講師

の選定や、機材の維持管理のための消耗品、適切な教科書、副コーディネーターのための PC、研修

生のための十分な日当について、十分な予算の配分ができないでいる。予算は必要額の常に約半額し

か配分されていないため、EWTEC のスタッフや適切な技術レベルの外部講師を確保することや研修

の質を確保したコースの管理が難しくなっている。従って指標 4-4 の組織管理能力は低い。 

指標 4-5 は達成している。 

研修参加者のデータベースは MS Access を用いて作成され、様々な方法でデータを分析したり、研

修実施に伴って更新したりすることができる。修了生のデータの保存や EWTEC と修了生のネット

ワーキングを開発することに活用されている。 

指標 4-6 と 4-7 は達成しつつあるが改善の余地がある。 

EWTEC 活動を記す第 2 年次の年報は発行された。第 3 年次年報は今年発行予定である。EWTEC

ホームページは月 1～2 回更新されている。しかしながら、これらの活動を担当する EWTEC のスタッ

フがいない。これらの活動を担当するスタッフが配置されるべきである。 

3-3 プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標は「エチオピアの地下水開発・水供給人材育成に関する中核機関としての

EWTEC の機能が確立される」である。プロジェクト目標の 3 つの指標には、中核機関としての能力

確立のために欠かせない、組織管理能力の側面が欠けている。そのため、PDM2 では、組織管理能力

を指標として追加することが必要である。EWTEC の組織管理能力は、成果 4 の項で指摘したように

低い。そのため、3 つの指標の達成状況は比較的高いが、プロジェクト目標の達成状況と見込みは比

較的低い。 
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表 3-7 プロジェクト目標の達成状況と見込み 

指標 達成状況 
1． EWTEC の研修修了

証が水セクターに

おける職業技術資

格としての認知を

受ける。 

達成しつつある。EWTEC の修了生とその上司は、獲得した技術的知識や

パフォーマンスに満足している。これは、EWTEC の研修修了証が水セク

ター関係者の間で職業技術資格として認知されていることを示している。

2． EWTEC の研修担当

職員が研修事業の

計画立案、実施、調

整、評価をできるよ

うになる。 

ある程度達成しているが課題がある。コースコーディネーターはニーズア

セスメントや、研修コースの計画、調整、実施、評価の全プロセスを管理

することができるが、まだいくつかの点で改善する必要がある。一方、当

初配置されたカウンターパートの多くは（12 人中 5 人）必要な技術レベル

に比べて低い給料のために離職している。この傾向が続けば、技術移転は

根づかず、本指標は達成されない。 
3． センター訪問者数 達成している。センターへの公式な訪問者の数は増加し、非公式な訪問者

は年 120 人ほどである。この高い数字は、中核研修機関としての EWTEC
の認知と関係者からの高い関心を示している。 

 
指標 1 は達成しつつある。 

EWTEC 修了生やその上司は、獲得した技術的知識とそのパフォーマンスに満足している。これは、

EWTEC の研修修了証が水セクター関係者に職業技術資格として認知されていることを示している。

研修コースが水・エネルギー省や研修参加機関、ドナーなど関係機関と連携しながら実施されていく

に従い、職業技術資格としての EWTEC 研修修了証の認知と扱いが向上していくことが期待される。 

指標 2 はある程度達成しているが課題がある。 

コースコーディネーターはコースモジュール概要と実施計画を策定した。このプロセスにおいて、

コースは計画、実施、評価される。コースコーディネーターはこのプロセスを管理することができて

いるが、まだ専門家の支援により改善する必要がある。一方、多くのカウンターパートが必要とされ

る技術レベルに比べて低い給料であるなどの理由で離職した。この傾向が続けば、技術移転は根づか

ず、本指標は達成されない。 

指標 3 は達成している。 

センターへの公式訪問者数は増加した。第 1 年次からの年間公式訪問者数は、3 人、40 人、10 人

（第 3 年次前半のみ）である。EWTEC は年間約 120 人の非公式な訪問者を抱えている。これらの高

い数字は中核研修機関としての EWTEC の関係者からの認知と高い関心を示している。 

3-4 実施プロセスに関する事項 

3-4-1 コミュニケーションと実施プロセス 

コミュニケーションと実施プロセスに関する事項については以下のとおりである。 

コミュニケーションについては、これまでに 2 回プロジェクトディレクターとプロジェクトマネー

ジャー、専門家が参加する合同調整委員会（JCC）が開催された。専門家とカウンターパートの間の

個人的なコミュニケーションは行われている。専門家によれば EWTEC スタッフと専門家がプロジェ

クトに関する事項を話し合う EWTEC 全体会合はいままでに 5 回開催された。しかし、専門家とカウ

ンターパート全体の間でプロジェクトの進捗や問題、課題を話し合う定期的な会合は開催されていな
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いため、カウンターパートの何人かはプロジェクトの計画や進捗状況について知らない。専門家とカ

ウンターパートの間のコミュニケーションを図り、お互いの要望や考えを理解することが必要である。

専門家とカウンターパートの間の頻繁で緊密なコミュニケーションが、プロジェクトの円滑で効果的

な実施に貢献すると考えられる。 

現在のプロジェクトの実施システムについては、基礎コースは専門家の支援を受けて、EWTEC が

運営し、アドバンスコースは JICA が実施するということがフェーズ 2 で策定された。カウンターパー

トは JICA からの支援に感謝しているが、評価調査団がインタビューを行ったカウンターパ―トは全

員、専門家がいま以上に技術移転を行うことを希望しており、特に全ての研修プロセス、コースコー

ディネーターや講師への 新技術の移転を含む研修コースの計画、実施、評価について技術移転を要

望している。本プロジェクトでの技術移転内容について、専門家、カウンターパート、JICA エチオ

ピア事務所の間で議論される必要がある。 

プロジェクト開始後 2009 年 9 月まで、EWTEC スタッフ間の関係は円滑でなく、プロジェクトの

運営が困難だった。この状況は現センター長が指名され、活動が円滑に実施されるようになってから

改善した。 

3-4-2 技術移転 

当初配置されたカウンターパートの何人かは、比較的低い給料や研修のインセンティブがないこと

などにより離職した。研修実施に必要な人員が確保されなければならない。 

研修運営のための管理能力や研修の質を持続的に改善する技術移転は概ね適切であった。一方、

EWTEC の長期ヴィジョンや戦略の策定、予算の確保、人員の採用や他の関係者との連携などにおけ

る組織管理能力面での技術移転は限られていた。後者は、EWTEC の自立的な運営のために促進され

るべきである。そのためには、管理部門に必要なマネージャーやスタッフが水・エネルギー省により

配置されるべきである。 

基礎コースについては、専門家の支援を得て、カウンターパートが実施することになっているが、

評価調査団によるインタビューで、カウンターパートはその技術支援が限られていると、技術移転に

不満を示した。不満が出ている専門家については配置の再検討を行い、一方専門家の派遣を研修期間

に合わせることを検討すべきである。PDM1 の活動 2-3「研修コースの実施支援」についての明確な

定義が専門家とカウンターパートの間で共有される必要がある。 

アドバンスコースについては、これらのコースが専門家によって教えられており、またプロジェク

ト期間中同じコースの開催回数が限られているため、技術移転が確保されているとはいえない。その

ため、これらのコースの内容、スケジュール、方法を検討する必要がある。収入創出が可能なコース

に焦点を当てて、プロジェクト期間中に同じコースを何回も行うことが必要であろう。 

PDM1 で書かれている本邦研修については、JICA は、前提条件となっている EWTEC の位置づけ

や方向性が明確に定められたら直ちに実施することを検討する。 



 

4-1 

第4章 評価 5 項目による評価結果 

5 項目評価は、高い、比較的高い、中程度、比較的低い、低い、の 5 段階で行う。 

4-1 妥当性 

プロジェクトの妥当性は高い。 

本プロジェクトはエチオピア政府の政策に整合している。新しい中期戦略計画「成長と変容計画」

（Growth and Transformation Plan 、2010－2014 年）の草案は、給水人材育成を優先課題としており、

その実施戦略は水資源管理の全レベルでの人材育成を含んでいる。 

本プロジェクトはエチオピアの水セクターのニーズに整合している。水セクター政策「全ての人へ

の普及計画」（Universal Access Programme、2006～2012 年）は、水セクター全体の人材育成を必要課

題としている。この計画を実施するために国の様々なレベルの 49,174 人の人材が必要で、短期研修

を通じた彼らの能力向上が不可欠としている。本プロジェクトで実施された研修ニーズアセスメント

調査では、2009 年に水セクターの技術者として、政府職員、公社職員（WWCE、WWDSE、WWDE）、

民間セクター（コンサルタントや掘削会社）、NGO や TVETC の教師などを合わせると 11,000 人以上

にのぼるという（TVETC の生徒 4,500 人を除く）。水セクターにおける中核研修機関となるために、

EWTEC は実践的な研修に焦点を当てて、これらの技術者全てを対象としている。フェーズ 2 までは、

連邦、州政府の職員、WWCE その他に研修を実施していた。郡政府に技術者の大半がいることを受

けて、本プロジェクトは郡政府職員に焦点を当てた。プロジェクトは、県政府、民間セクター、NGOs

や TVETC 教師へ研修を拡大することを支援している。 

本プロジェクトはエチオピア水セクターの研修ニーズに整合している。ニーズアセスメント調査結

果に基づき、県、郡政府の職員のための 3 つの基礎コース、8 つの新しいアドバンスコース、TVETC

教師に対する 4 つの新しいコースが計画され、それらの内容が開発され、実施されている。基礎コー

スやアドバンスコースは、研修後の研修生へのインタビュー結果に従って改訂された。 

プロジェクトは日本の ODA 政策に整合している。エチオピアに対する国別援助計画（2008 年）は

水と衛生を 2 つの重点セクターと定めている。第 4 回アフリカ開発会議（TICAD IV）でも、効果的

な水資源管理と安全な水や衛生設備へのアクセスを重点課題とした。 

日本は高い給水技術を持っており、それはエチオピアの現在の給水状況の改善に適用できる。 

4-2 有効性 

プロジェクトの有効性の見込みは比較的低い。 

プロジェクト目標の達成状況は比較的低い。EWTEC はエチオピアの給水における唯一の研修セン

ターとして、特に州水事務所と給水に関する公社（WWCE、WWDE など）により認知されている。

しかしながら、プロジェクト目標を達成するための外部条件「EWTEC の全ての職員（カウンターパー

ト）が EWTEC で勤務し続ける」は、当初配置されたカウンターパートの多くが離職したため、満た

されておらず、それが EWTEC スタッフに対する効果的な技術移転を困難にした。必要な技術レベル

に比べて低い給料や他国での研修機会がないことにより、多くのスタッフが離職した。比較的低い給
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料については、公社化すればより自由な給料体系が設定できるため、EWTEC が公社化することが

水・エネルギー省で検討されている。もし EWTEC が公社化しなければ、EWTEC の持続的な運営は

困難となるだろう。研修機会については、エチオピア側、日本側で署名された本プロジェクトの討議

議事録にはカウンターパートの本邦研修の実施が記載されているため、これらの研修を実施すること

が期待される。EWTEC が中核研修機関としての能力を確立するために、財務、組織、人事、マーケッ

ティングなどの組織管理能力が必要不可欠であるが、現在それらは低い。水・エネルギー省のイニシ

アティブの下で、EWTEC はプロジェクトの後半にその能力を向上することが必要である。 

4 つの成果、研修管理能力、講義能力、研修コースや研修参加機関の数、持続的な組織管理能力は

全て、プロジェクト目標の「給水技術者のための中核研修機関としての EWTEC の能力を確立する」

ことの達成に貢献する。しかし成果 4（組織管理能力）の達成は、他の成果を十分に達成する基本に

なる。成果 1、2、3 のこれまでの達成状況は中程度であるが、成果 4 の「持続的な組織管理能力の強

化」の達成状況は低い。現在の EWTEC において、成果 4 が比較的重要であることから、成果 4 の低

い達成状況が、プロジェクト目標の達成状況が低い要因になっている。 

4-3 効率性 

プロジェクトの効率性は低い。 

エチオピア側、日本側からのいくつかの投入は不十分だった。予算の不足は EWTEC の運営管理と

基礎コースの運営に制約を与えた。州水資源局による基礎コースの運営コストのシェアリング計画も

実現されなかった。これらは計画された研修コースの円滑な実施を妨げた。日本の投入では、カウン

ターパートの本邦研修が実現されていない。いくつかの機材や専門家の投入時期は適切ではない。日

本から調達された掘削能力 300m のリグが、引き渡し試験の際に適切に作動しなかったため引き渡し

が遅れており、掘削技術アドバンスコースや深井戸コースの実施が遅れた。アドバンスコースの THD

リグコースについては、必要な研修リグが日本の無償資金協力で供与されなかったため、実施できて

いない。 

2008 年 12 月から 2009 年 9 月まで、スタッフの間の関係は適切でなかった。これはスタッフのモ

チベーションを下げ、多くのスタッフが離職し、プロジェクトの十分な運営を困難にした。遅々とし

た BPR プロセスにより EWTEC の位置づけがいまだ定まらないことや昨年末の省庁再編は、EWTEC

中長期戦略の策定や十分な予算の確保、スタッフや外部講師の採用などプロジェクト活動のいくつか

を困難にした。 

EWTEC の運営に必要な額の半額しか政府予算から配分されておらず、これは研修の十分な運営を

困難にしている。研修センター、寮、その他の施設拡張のための資金源はまだ見つかっていない。こ

の状況はプロジェクト期間中の研修生数を当初計画の 3,500 人から 1,500 人に減らしている。近年、

予算の不足は WASH 人材育成ファンドを含む他の財源から確保されているが、今後数年間の必要予

算は、アドホックな手段でなく、計画的で体系的な方法で確保されなければならない。 

したがって、成果を達成するためのいくつかの外部条件、すなわち「適切な人数の EWTEC スタッ

フが配置され、劇的に変化しない」、「研修コースのための適切な予算の配分（専門的講師の確保）」、

「EWTEC 施設の拡張や機材の予算が確保され、実施される」は満たされておらず、これは成果 4 の

達成状況に影響している。 
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4-4 インパクト 

プロジェクトのインパクトの見込みは現時点で不明である。 

上位目標の達成状況の見込みは、プロジェクト目標の達成が確実でないため、不明である。EWTEC

の位置づけと運営、施設拡張のための予算の確保の見込みが現時点で不明である。現在 EWTEC で計

画されている施設の拡張が本プロジェクト終了時までに完了し、EWTEC が公社化し、研修コースの

増加に必要な人数のスタッフを採用できれば、プロジェクト終了 5 年後の 2018 年までに約 6,000 人

の技術者が研修を受けることになる。上位目標は、これらの条件が満たされれば達成される。 

PDM1 に記載された上位目標を達成するための外部条件の多くは満たされると期待できる。「研修

予算を含む給水施設建設や維持管理のための予算配分が維持され、事業が継続される」は、GTP が

給水やその人材育成に重点を置いているため、満たされることが期待される。 

一方、EWTEC が将来も支援されるか、水セクターにおけるドナー資金援助や他ドナーの人材育成

における努力が継続されるかは定かではない。履修生による彼らの組織の同僚に対するインパクトは

観測されている。履修生は他の同僚に技術を移転し、その技術を仕事で活用している。何人かの上司

は彼らのパフォーマンスに満足している。 

4-5 自立発展性の見込み 

プロジェクトの自立発展性の見込みは現時点で低い。 

＜政策・制度的側面＞ 

政策及び制度的側面において、中期政策枠組みである GTP のドラフトは、給水のための人材育成

を優先課題としている。改訂された UAP のドラフトも水セクターの人材育成に重点を置くことに変

化はない。水セクターの研修システムは変化せず、EWTEC が核となる研修センターになることが期

待される。 

＜組織・財政的側面＞ 

組織的、財政的側面において、EWTEC の位置づけが定まらないため、自立発展性の見込みは低い。

EWTEC の位置づけが変化しないなら、現在の比較的低い給料でセンターに人材が残るかは定かでは

なく、研修計画の実施や施設の拡張に必要な予算は確保できないかもしれない。さらに、現在の

EWTEC の位置づけが変わらなければ、民間セクターや NGO から研修費用を集めることが不可能で

ある。一方、EWTEC が公社化することが決まれば、組織編成、市場アセスメント、運営計画策定を

行って、EWTEC 運営の持続性を確保するために、将来の EWTEC の財務分析が必要となる。 

＜技術的側面＞ 

技術的側面においては、コースコーディネーターや講師が研修管理や基礎コースの講義を行うのに

必要な能力を獲得し、プロジェクト終了までに彼ら自身で研修を実施できることが期待される。しか

しながら、EWTEC の現在の位置づけのままであれば、低い給料や研修のインセンティブがないこと

により、現在のスタッフが離職する可能性があり、その場合新スタッフが研修を実施できるか定かで

ない。また、スタッフに質の比較的高い技術者がかなり増えなければ、本プロジェクトの技術的持続

性は低くなるだろう。専門家が教えているアドバンスコースに関しては、コースコーディネーターや

講師だけで研修ができるか定かでない。EWTEC スタッフの組織管理能力は、運営と施設拡張のため
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の慢性的予算不足や人材不足により、十分でないのでその向上が必要である。 

＜環境的側面＞ 

環境的側面では、EWTEC が持続的に発展していくために、今後数年間のエチオピア政府予算やド

ナー支援が不可欠だが、それが将来も維持されるかは定かではない。一方、ニーズアセスメント調査

やインタビュー結果は、民間セクターに研修の需要があるので、公社化し自立化して EWTEC が継続

的に研修を実施すれば、収入が得られることを示唆している。EWTEC 研修の焦点は村落給水であり、

女性や貧困層、脆弱な階層への研修のインパクトは持続されるだろう。EWTEC の研修で活用される

技術は環境の保全に配慮しており、研修の効果は維持されるだろう。 
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第5章 PDM1 の修正 

評価調査期間、PDM1 が本プロジェクトによる技術協力の意図を適切に反映しているか慎重に検討

された。PDM がプロジェクトの意図した目的をよりよく反映するように、いくつかの修正が必要と

判断した。PDM1 の修正点を以下のとおりに提案する。 

5-1 上位目標 

表 5-1、5-2、5-3 に示すように、上位目標とその指標、上位目標を達成するための外部条件につい

て、修正することを提案する。 

表 5-1 上位目標の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
エチオピアにおける持続的

な給水施設の建設と維持管

理を行うために地下水管理、

水供給管理を行う人材 

エチオピアにおける持続的

な給水施設の建設と維持管

理を行うために地下水管理、

水供給管理を行う人材が増

加する。 

意味を明確に示すため。 

 

表 5-2 上位目標の指標の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由（番号は PDM2
の番号） 

1．州、県、タウン、郡政府、

政府公社、TVETC、民間、

NGO 等の人材のうち、約

6,500 人が EWTEC の研修を

受講する。 

1．州、県、タウン、郡政府、

政府公社、TVETC、民間、

NGO 等の人材のうち、約

6,000 人が EWTEC の研修を

受講する。 
2．研修生が獲得した知識や

技術が、研修参加機関の他の

同僚へ移転される。 

1．施設拡張や EWTEC の公

社化がプロジェクトの終了

時に実現されることを条件

に可能な目標を設定するた

め。 
2．インパクトの拡大の目標

を設定するため。 

 

表 5-3 上位目標を達成するための外部条件の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
5．水セクターに対するド

ナー資金と他ドナーの人材

育成支援が継続する。 

1．EWTEC が研修能力を拡大

する。 
6．ドナーによる水セクター

における人材育成支援が継

続する。 

1．上位目標指標 1 を達成さ

せる条件であるため。 
6．意味を明確にするため。

 

5-2 プロジェクト目標 

プロジェクト目標の指標とプロジェクト目標を達成させるための外部条件については、表 5-4、5-5

に示す修正を提案する。 
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表 5-4 プロジェクト目標の指標の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
EWTEC の研修修了証が水セ

クターにおける職業技術規

格・資格としての認知を受け

る。 
3．センター訪問者数。 

1．EWTEC 研修修了者証が水

セクターにおける職業技術

資格として認知を受ける。 
3．EWTEC 中長期戦略が水・

エネルギー省により承認さ

れ、研修参加機関やドナーに

より認められる。 
4．戦略の運営計画を実施す

る資金計画が水・エネルギー

省により認められる。 

1．意味を明確にするため。 
3 と 4．EWTEC の組織能力の

強化を図るため。 

 

表 5-5 プロジェクト目標を達成するための外部条件の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
EWTEC の 全 て の 職 員 が

EWTEC で勤務を続ける。 
研修機関としてのEWTECの

権限と機能が継続する。 

―（削除する） 双方とも成果を達成するた

めの外部条件であるため。 

 

5-3 成果 

成果の指標と成果を達成するための外部条件については、表 5-6、5-7、5-8 に示す修正を提案する。 

表 5-6 成果の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
4．EWTEC の自立的な組織運

営能力が強化される。 
4．EWTEC の組織、財務、会

計、人事、マーケッティング、

ワークショップ管理的側面

における自立的な組織運営

能力が強化される。 

能力の内容を詳細に記述す

るため。 

 

表 5-7 成果の指標の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
1.2 理解度試験と講師評価

アンケートの分析結果の次

コースカリキュラム、教材、

講師能力向上・選定、研修計

画の改定等への反映状況。 
1.4 技術研修委員会（TTC）
とEWTEC外部会合の開催実

績。 
1.5 プロジェクト成果品 
2.1 研修コース実績（研修

コース数、研修参加機関の多

様性）。 

1.2 ニーズアセスメント調

査、コース評価、インパクト

調査、質問票が定期的調査と

して位置づけられ、その結果

が研修活動に反映される。 
1.4 適切な人数の職員が配

置されれば、研修の質を改善

するための技術、知識やノウ

ハ ウ が 技 術 研 修 委 員 会

（TTC）を通じて EWTEC に

蓄積される。 
2.1 研修コース数が 15（現

1.2 規則的な調査を追加。 
1.4 技術研修委員会の役割

を明確にするため。 
2.1 目標を明確にするため。 
2.2 指標 3.1 を 2.2 に移動。 
2.3 民間セクターと NGOか

らの参加者の目標値を設定。 
2.5 可能な目標値を設定。 
2.6 意味を明確にするため。 
3.1 意味を明確にするため。 
3.2 新しい指標を追加。 
3.3 計測方法を明確にする
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2.3 プロジェクト終了時に、

州、県、タウン、郡政府、

TVETC、民間、NGO 等の研

修受講者が約 3,000 人に達す

る。 
2.4 訓練の成果に関する研

修生とその上司の満足度（イ

ンパクト調査を基に、満足度

の定量的数値目標は、中間評

価時に決定）。 
3.1 研修カリキュラム・モ

ジュール、教材、配布物の作

成あるいは改定 
3.2 研修職員の技術力・技能

力評価が全て向上する。※改

善の割合についてはプロ

ジェクト開始時に決定。 
3.3 研修職員の知識・技術レ

ベル、指導法、コース運営手

法、指導態度に関する研修参

加者からの満足度。 
4.1 水・エネルギー省関連部

局、研修参加組織、他ドナー

等の関係機関との連携が強

化され、EWTEC 活動への参

加意識が高まる。 
4.2 中長期研修戦略の更新

状況。 
4.3 EWTEC の戦略、計画に

基づいた必要な予算の定着

状況。 
4.4 EWTEC の組織運営に

関する自立度（予算や人材の

確保、コース運営力）。 
4.5 研修参加者データベー

スの更新状況（研修ごと）。 
4.7 ホームページの更新頻

度（週 1 回）。 

在の計画）に増加する。 
2.2 実践的研修の割合を増

加させるために現在実施し

ている全てのコースの研修

カリキュラム・モジュール、

教材や配布物が改定される。

2.3 民間やNGOからの研修

生が研修生全体の 10％まで

増加する。 
2.5 プロジェクト終了時に、

州、県、タウン、郡政府、

TVETC、民間、NGO 等の研

修受講者が約 1,500 人に達す

る。 
2.6 履修生の技術能力やパ

フォーマンスに履修生やそ

の上司が満足する。 
3.1 研修職員の技術力・技能

力評価が全て向上する。 
3.2 研修職員が実践的知識

や実地研修の技術を身につ

ける。 
3.3 研修生による、研修職員

の知識レベル、技術、教授法、

コース管理、態度に対する満

足度が増加する。 
4.1 中長期研修戦略とその

運営計画が策定される。 
4.2 年間運営計画に従い、必

要な予算や人員が確保され

る。 
4.3 EWTEC が公社化する

と方向づけられれば、マー

ケッティング活動が活発化

する。 
4.4 EWTEC が公社化する

と方向づけられれば、財務・

組織分析が行われる。 
4.5  研修参加者のデータ

ベースの定期的な更新。 
4.7 ホームページの定期的

な更新。 

ため。 
4.1 運営計画を追加。 
4.2 意味を明確にするため。

4.3 新指標を追加。 
4.4 新指標を追加。 
4.5と4.7 目標値を明確にす

るため。 
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表 5-8 成果を達成するための外部条件の修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
適正な人数のEWTEC職員が

配置され、大幅に変化が起こ

らない。 
5．研修コースを受講したい

応募者が十分に存在する。 
6．研修を通じて得られた技

術と知識が研修修了生の組

織に移転される。 

1．研修機関としての EWTEC
の権限と機能が継続する。 
2．適正な人数の EWTEC 職

員が配置され、勤務を続け

る。 

1．PDM1 のプロジェクト目

標を達成するための外部条

件を移動。 
2．意味を明確にするため。 

 

5-4 活動 

活動については、表 5-9 に示す修正を提案する。 

表 5-9 活動への修正の提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
1-3. 研修講師計画の改善 
1-4. EWTEC の活動モニタ

リング評価委員会によるモ

ニタリング・評価・改善 
 
2-1. 翌年度 以降に実施す

る研修コースとアドバンス

セミナーの準備 
2-2. 新コースの教材作成、

モジュール化 
2-3. 研修コースの実施支援

2-4. アドバンスセミナーの

実施 
2-5. 翌年度以降実施するア

ドバンスセミナーの内容見

直し 
 
3-1. 教授法の OJT による指

導 
3-2. 専門的技術指導力向上

のための OJT 指導 
3-3. EWTEC 研修講師・コー

ディネーターの能力向上の

ための実地研修 
3-4. 研修機材に関する機材

保守能力強化研修実施 
3-5. アフリカ諸国向け上級

研修実施 
 
4-1. EWTEC の組織的理念、

目標、戦略の確認と合意 

1-3. 研修講師管理を改善す

る。 
1-4. モニタリング・評価、

活動を改善し、技術ノウハウ

を蓄積する。 
1-6. 知識管理のための能力

開発を行う（教材の収集、講

師の知識とノウハウの共

有）。 
 
2-1. 中期研修計画を策定す

る。 
2-2. 実践的研修により重点

を置いて基礎コースのため

の研修カリキュラム、モ

ジュール、配布物や教材を改

訂する。 
2-5. EWTEC が公社化する

場合、収入創出が見込まれる

国内アドバンスコースの

コースコーディネーターへ

技術移転を行う。 
 
3-1. 研修コースを通じた教

授法を含む技術指導を行う。

3-2. 専門家派遣期間を通じ

て特別な技術において研修

職員の能力を向上する。 
 
4-1. 専門家とカウンター

パート間でプロジェクトの

1-3. 意味を明確にするた

め。 
1-4. 外部会合を削除。 
1-6. 新指標を追加。 
2-1. PDM1 の指標 4-2 を移

した。 
2-2.と 2-5. 新指標を追加。 
3-1.と 3-2. 概念を変更。 
4-1.から 4-7. 新指標を追

加。 
4-8. 意味を明確にするた

め。 
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4-2. 中長期研修計画の定期

的立案・改訂 
4-3. 研修実施に必要な財源

確保に関する支援 
4-4. 人材育成ファンド・機

関との連携体制を確立 
4-5. ナレッジマネジメント

にかかる能力強化 
4-6. EWTEC の情報発信能

力強化のための広報活動 

進捗を報告し、問題を議論す

る定期会合を開催する。 
4-2. ヴィジョン、ミッショ

ン、役割、位置づけ、運営計

画を含む中長期研修戦略を

策定する。 
4-3. 戦略と運営計画を関係

者（ドナー、民間セクター、

NGO など）に普及する。 
4-4. EWTEC 戦略に基づい

た財務計画を策定する。 
4-5. マーケッティング戦略

を策定し、それに基づいた

マーケッティング活動を実

施する。 
4-6. EWTEC の運営を高め

るための必要な予算や人員

を確保するため水・エネル

ギー省と連携する。 
4-7. EWTEC の位置づけに

関する委員会の活動を支援

する財務・組織計画を策定す

る。 
4-8. EWTEC の能力を改善

するために広報活動を実施

する。 
 

5-5 投入 

投入については、表 5-10 に示す修正を提案する。 

表 5-10 投入の修正提案 

PDM1 PDM2 修正の理由 
（エチオピア側の投入） 
１）カウンターパートの配

置： 
EWTEC 

組織構造に基づくカウン

ターパートの配置：EWTEC
 センター長 
 必要な管理部門のマネー

ジャー 
 次の分野のコースコー

ディネーターと講師： 
給水技術 
給水管理 
掘削技術 
掘削機械整備 
電気機械整備 
地下水調査 

１）配置が必要な人員を特

定。 
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第6章 結論 

本評価の結論は以下のとおりである。 

 成果 1，2，3 の達成状況は中程度である。また成果 4 の達成状況は低い。後者は、主に財務、

人事、物的資産面での不十分な組織管理能力によるものである。 

 このような組織管理能力の状況から、プロジェクト目標のこれまでの達成状況と見込みは比較

的低い。 

 プロジェクト目標の達成が現時点で確実でないことから、上位目標の達成見込みも不明である。 

 評価 5 項目では、プロジェクトの評価結果は以下のとおりである。 

 プロジェクトの妥当性は高い。 

 有効性の見込みは比較的低く、効率性は低い。 

 インパクトの見込みは現時点で不明である。 
 
自立発展性の見込みは、組織、財政的側面で EWTEC の位置づけや予算確保が不確かであり、技術

的側面で技術者の数が大幅に増えない限り低い。 

 専門家とカウンターパートの間のコミュニケーションや技術移転において改善が必要な点が

いくつかある。 

 JICA は EWTEC の位置づけを定める委員会が公社化すると決定した場合、EWTEC の位置づけ

と公社化のために必要な分析について支援を行う。 

 EWTEC の自立的な運営のため、組織管理能力は高められなければならない。 
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第7章 提言および教訓 

評価調査団は、エチオピア側と JICA が以下の事項や、必要な活動の実施を考慮するよう提言する。 

7-1 提言 

（1） コミュニケーションの強化 

実施プロセスに関する課題として、JICA 専門家とカウンターパートのコミュニケーション強

化が挙げられた。同課題を解決するために、JICA 専門家およびカウンターパートは、EWTEC

のイニシアティブの下、EWTEC の課題、活動改善を行うために、早急にさらなる定期的なコミュ

ニケーションを活発化させるべきである。また専門家がエチオピアに赴任するごとに、各専門家

は活動計画をカウンターパートに提出し、議論を行うべきである。さらに、カウンターパート、

JICA 専門家、水エネルギー省、JICA 事務所は、情報共有とプロジェクトの円滑な運営のために

定期的に会合を行うことが望ましい。 

（2） いくつかのコースにおける技術支援の強化 

技術移転に関する課題解決の方法として、JICA 専門家のアサインメント期間を再考すること

が双方で合意された。JICA 専門家による技術支援の定義は、双方において明確に共通理解を得

る必要がある。 

（3） EWTEC の組織マネジメント能力強化 

達成度が低いとされた成果 4「EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される」の課題を解決

するために、もし公社化の方針が決定された場合、EWTEC の組織マネジメント能力の強化が早

急に必要である。組織マネジメント能力とは、財務、会計、人事、マーケットの分野を含むもの

である。水エネルギー省は、財務及びマーケットの分野にそれぞれ少なくとも一人のマネー

ジャーを配置すべきである。また、現在のセンター長がコースコーディネーターとの兼務であり

非常な業務負荷がかかっていることを考えると、水エネルギー省は EWTEC のマネジメントにフ

ルタイムで勤務できる人材を配置すべきである。 

（4） EWTEC が公社化されるために必要な調査の実施 

達成度が低いとされた成果 4「EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される」の課題を解決

するために、水エネルギー省による EWTEC 公社化決定がなされたのであれば法的な手続きと共

に、ヴィジョン、ミッション、中長期計画を設定するために詳細な財務、組織計画、マーケット

アセスメントが必要である。JICA はこれらに必要な技術支援を検討する。 

（5） EWTEC 中長期戦略の策定 

達成度が低いとされた成果 4「EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される」の課題を解決

するために、EWTEC は、ヴィジョン、ミッション、役割、詳細活動計画と財務計画を内包する

活動計画を含む中長期戦略を策定する必要がある。同戦略は、関係者にセミナー等の手段を通じ

て共有されると共に、水エネルギー省に承認される必要がある。 

（6） 施設拡張のための予算確保 

成果 3「研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指導能力が向上
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する」及び成果 4「EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される」の課題を解決するため、

EWTEC の研修能力を強化するために、施設拡張は必須である。施設拡張のための予算確保の模

索は、日本も含めた可能性のあるドナーと共に、水エネルギー省によって実施される必要がある。 

（7） 研修のための必要な人員確保 

成果 3「研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指導能力が向上

する」及び成果 4「EWTEC の自立的な組織運営能力が強化される」の課題を解決するため、水

エネルギー省は、研修実施のために必要な人員をアサインする必要がある。現在の空席状況は改

善すべきである。 

（8） 実習の割合の拡大 

いくつかのコースにおいては、実習の割合が講義に比べて少ない。実習の割合を増加し、成果

3「研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指導能力が向上する」

を達成するため、カリキュラム、プログラムの改訂が、日本人専門家の支援の下、検討されるべ

きである。日本人専門家は、実践的知識やコースコーディネーターのスキル、知識強化にも貢献

できる。 

（9） ローカルアドバンスコースにおける技術移転 

成果 3「研修事業を実施する EWTEC 職員（研修講師／コーディネーター）の指導能力が向上

する」を達成するため、ローカル・アドバンスコース（セミナー）のトピック及びスケジュール

については、技術知識とスキルの移転を担保するために再考が必要である。これらのコースにつ

いては、EWTEC が公社化の方向性が決まった際には、将来的に収入創出の可能性のある掘削技

術、掘削維持管理、井戸メインテナンス、物理探査等に焦点を当てるべきである。技術移転のた

めには、プロジェクト終了までに二回同じコースを実施することも必要かもしれない。 

（10） 水分野に関わる民間及び NGO の研修への取り込み 

成果 2「研修を通じ州、郡、民間、NGO の技術者及び職業訓練校教員の給水開発･維持管理に

かかる技能が向上する」を達成するため、NGO や民間セクターからの研修生を呼び込むために、

既存コース改訂や新規コースの設立など様々な考慮が必要である。 

（11） TVETC（技術訓練学校）講師への研修 

成果 2「研修を通じ州、郡、民間、NGO の技術者及び職業訓練校教員の給水開発･維持管理に

かかる技能が向上する」を達成するため、TVET が能力開発に果たす重要性を考えると、TVET

教師の指導能力の改善は必要であり TVET 教師に対する研修は継続されるべきである。 

7-2 教訓 

調査団は、下記のような教訓を中間レビューを通じて抽出した。 

 プロジェクトの前提条件が十分に満たされない場合には、プロジェクトの枠組み及びプロジェ

クトの継続について再考することが必要である。 

 プロジェクトの円滑な運営のために、情報や同じ理解を共有するよう、関係者間の定期的会合

が必要である。 

 専門家の派遣期間を長くすることは、場合により専門家とカウンターパートの間のよりよいコ
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ミュニケーションや、プロジェクトの効果的な運営のため必要である。 
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第8章 団長所感 

8-1 施設拡張の必要性 

8-1-1 これまでの経緯 

EWTEC の現在の研修定員である 40 名の根拠は、当時の水資源大臣の主張による、10 州を全て平

等に扱うことが前提で、当初から開始された 4 教科（地下水開発、掘削技術、掘削機械整備、社会開

発）に対してそれぞれの州から 1 名ずつの研修生を受け入れることに因るものである。従って、当時

建設された教室は、定員 10 人の教室が 4 室のみである。その後、2002 年に完成した追加施設は、定

員 40 名（ダブル・ルームが 20 室）のドミトリー、キャンティーン、並びにライブラリー、スタッフ・

ルームを含む管理棟の 3 施設である。このドミトリーは、狭くて室内に机・椅子等の備品も整ってお

らず、現在に至るまで研修生からの不評をかっている。 

2003 年からの 2 年間のフォローアップ期間では、プロジェクトを活性化するため、研修科目の多

様化（アドバンスコース、国際コース等を開始）と研修生数を大幅に増加することを目指した。研修

を効率化するため、室内での研修が主体の科目では、25～30 名、機械等を使った実習が主体の科目

では 大 15 名の研修生を受け入れることとした。そのために、講堂（定員 25 名）やライブラリー（定

員 15 名）を教室に改装し、上記 4 教科を実施する合間を縫って、アドバンスコースを実施した。ま

た、定員を 大 30 名とした国際コースは、EWTEC では実施不可能であるため、市内のホテルを使っ

て実施した。 

8-1-2 EWTEC の世評 

フェーズ 2、フェーズ 3 では、基本的にフォローアップ期間で実施した研修システムを踏襲してい

る。しかし、ここに来てこれら研修システムは、マンネリ化の評を免れ難い状況にある。世評によれ

ば（NGO や水資源開発に関わる関係者間の評判）、EWTEC の評価は、以前と比べて著しく低下して

いるとのことが伝えられている。その原因は、一つには JICA の関与の度合いが薄まっていると受け

取られていること（JICA 直営による長期専門家体制からコンサルタント専門家の派遣となり、JICA

の匂いが薄れていること。プロジェクト開始から 12 年も経過して、通常ならば施設、活動共にもう

少し発展をしている筈であるところ、逆に活動が沈滞気味であると捉えられていること）。かつては

アディス～デブラゼイト地域、ブタジラ～ズワイ地域の調査研究活動、あるいはロープポンプの開発

普及、研修プログラムと草の根無償を組み合わせたキリント・プロジェクト、ハンドポンプの消耗部

品の国産化活動等の調査・開発（R＆D）等を実施していたが、現在ではこれらの研修プログラム以

外の活動は何も行われていないこと。現在の EWTEC の陣容が外部から見て貧弱であること等、が挙

げられている。 

8-1-3 施設の拡張 

このマンネリ化を打破するため、抜本的な改革が必要であろうと思われる。時まさに EWTEC の公

社化が検討されている。公社となるにしても、あくまで研修を事業の中心としたものでなくてはなら

ない。各種の研修でお金を取るためには、内容の改善、質の向上も当然であるが、施設の拡張、質の

向上も必要である。特に、評判の悪いドミトリー、キャンティーン、並びに手狭な教室、セミナー・

ルーム等の拡張は必然と考えられる。研修生の定員を現状の 40 名から 120 名程度の拡張は、是非と
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も必要と考えられる。公社化して、研修生をお客さんとして受け入れるためには、それなりの施設が

必要であろう。 

8-1-4 研修コースの評判、研修生の評価（住環境、食事、実践知識） 

地方からアディスに出て研修コースを受講する研修生側からの評価の一番は、住環境すなわちドミ

トリーの状態と食事であり、次いで研修の内容となる。上述した EWTEC の追加施設（ドミ、キャン

ティーン、管理棟）は、私がリーダーとして赴任した 2003 年のフォローアップ期間の初めに完成し

た。それまで研修生は、1 日 20 ブルの宿泊、食事の費用を MoWR から支給され、宿と食事は自分た

ちが捜して手当していた。そして、私が赴任して 初の研修コースを開始した直後に、研修生たちは

ドミの状態と食事が悪すぎるとして、ストライキを始めたのである。ドミは狭くて、知らない者同士

が２名 1 室に入らなければならず、机や椅子、カーテン等の備品がない。食事は貧弱で量も少なすぎ

るので、今までのように 1 日 20 ブルを支給してもらい、自分たち自身で手当てをしたい、という言

い分であった。この騒ぎは、キャンティーンに入るケータリング業者を代えて、食事をより充実した

ものとすること、至急窓にカーテンを設置すること等で、解決した。2 年前に開始された北スーダン、

ハルツームでの研修センターでも同様で、地方から出て来る研修生たちの第一の関心事項は、宿泊環

境と食事の状態である。逆にこれらを整えることで、研修コースに対する研修生たちの評価は、たい

へん高くなるのである。 

第二には研修コースの中身である。特に彼らは自分たちの仕事に役立つ実践的な知識やテクニック、

ノウハウ等を求めている。彼らは EWTEC の研修コースを卒業しても、給料や地位が直ちに上がる訳

ではない。彼らの仕事に直接役立つ知識を身に着けて、上役に認められて役所で出世すること、ある

いはそれらの知識を武器として民間会社に高給で採用されることを望んでいる。それらの知識とは、

物理探査の解析、GIS やリモートセンシングにかかる知識、あるいは、異なる地質環境でそれぞれど

のようなタイプの物理探査が有効であるか、あるいはまた、地質調査や井戸掘削の際に策定すること

が必要となる地質柱状図を作るソフトウェアとその使用方法。または、給水施設設計の際に使う管網

計算を行うソフト等である。これらは日本や米国では無料でダウンロード出来るので、これらのソフ

トを配ると研修生に大変喜ばれる。これらの条件を満たせば、研修生の評判が上がり、次の募集の際

には応募者が殺到、他の研修コースへのリピーターも増加するのである。現在実施している地下水モ

デル、水理地質のための GIS、リモートセンシング等の国際研修コースが、他のアフリカ諸国におい

ても評判を呼んで、まさにその状態にある。 

8-2 看板コース、ヒット商品の継続的実施と位置づけ 

上述した地下水モデル、水理地質調査のための GIS、リモートセンシングの国際研修コースは、間

違いなく現在のアフリカ諸国で必要とされている技術/知識である。地球温暖化、気候変動、資源の

減少、水資源の争奪が起こっている現状を踏まえ、2009 年 12 月には越境地下水に関する国際法案が

国連総会決議の添付文書とされた。同時に、UNESCO 傘下の国際地下水資源管理研究所は、各大陸

で大規模な越境地下水のインベントリーを行い、アフリカ大陸では 40 の越境地下水帯水層が登録さ

れた。今後は、それぞれの帯水層について、詳細な調査を行って、関連国間でその帯水層を適正に管

理して行くことが望まれている。この帯水層の詳細調査、管理を実践する上で上述した３つの技術が

不可欠となるのである。 

一方、フォローアップ期間からフェーズ２にかけて実施した、ロープポンプの開発普及活動も、国



 

8-3 

際 NGO や各州政府が普及に力を注ぐ等、各地で評判を呼んでいる。１年ほど前の状況では、アムハ

ラやティグライ州で、各州政府が独自の予算でロープポンプを 200 台発注したところ、EWTEC の訓

練を受けていない地方の鉄工場が応札して、見よう見まねで粗悪品を製作して納品したため、それら

の粗悪品が農民の間に出回り、正常なロープポンプの普及に水を差す状態となっている。大至急

EWTEC の追加投入により、製品の生産管理を徹底させる必要が生じている（現在、JICA はロープ

ポンプの標準化に係る技術協力プロジェクトの立ち上げを検討中。）。 

両者は EWTEC の看板コースであり、ヒット商品とも見なされ、確実に EWTEC の評判を高めるプ

ログラムである（ロープポンプの普及は UAP でもその必要性が言及されている）。しかし、両プログ

ラムとも JICA あるいは他ドナーからの資金、人材の投入なくしては成立し得ない性質のプログラム

である。特に地下水モデル等の国際研修コースは、高度な知識、経験が必要であり、先方への技術移

転は困難である。このように EWTEC の持続性には貢献出来ないが、一方で間違いなく EWTEC の評

判を高めることとなるプログラムは、是非とも継続して実施すべきと考えられるが、PDM 上の位置

づけを慎重に検討する必要があろう。 

8-3 UNICEF, WB 等の潜在的協力者との戦略的な付き合い方 

8-3-1 National Program の進捗状況 

エチオピアの水セクターにおいてはドナー協調が進んでおらず、SWAPs タイプの協力とバイド

ナーによるプロジェクト方式が併存して実施されている。しかし、エ国側（MoWE）は現在 WB, AfDB

と UNICEF が実施している WASH プログラムを National Program と位置付けている。かつて、WB, 

AfDB は WSP、UNICEF は WASH プログラムとして、別個のアプローチを取っていたが、 近両者

が統一されて WASH と呼ばれるようになり、同一のガイドライン、マニュアル、アプローチの仕方

を採用して村落給水、都市給水事業を展開している。 

彼らのアプローチの仕方は、先ずワレダ水事務所（WWO）、Town Water Supply Service Office（TWSS）

の CD（人的資源と組織能力の両者）がなされた上で、WWO, TWSS に直接資金をつぎ込んで、村落、

都市給水開発を実施すると言う Stepped Approach を採っている。村落給水では、村落給水開発では三

者のプログラムにより全ワレダの 85％程度がカバーされることになっており、都市給水分野では WB

は 25Town Project 等を実施している。 

WASH プログラムでの 大の問題は、WWO, TWSS における人的資源の CB が遅々として進展しな

いことである。UNICEF は各州に自らの要員、配下の NGO 等を配置して CB を行っているが、WB, 

AfDB はこれらの手足を持っておらず、ローカル・コンサルタントを雇上して、人的資源の CB を行っ

ているが、この方式が正常に機能していない、と言われている。従って Stepped Approach の第一段階

が完了しないため、94 年にプログラムを開始して以来、いつまでたっても実施段階に進めず、一部

の州では一本の井戸も掘られない状況にある。WB はこの Approach 方式の見直を検討していると言

われている。 

8-3-2 TVETC のサポート、TWSS 要員の研修プログラム 

上述した WB, AfDB, UNICEF は、WWO, TWSS 要員の CB に貢献するプログラムには、自ら資金を

提供しても誰かにやって欲しいと希望している、と言われている。今後、これらMultiの資金がEWTEC

のより活発なプログラムの実施、施設拡張等に必要となると思われる状況から、これら Multi の熱望
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するプログラムを EWTEC が実施することで、彼らが EWTEC により高い関心を持たせることが出来

る。 

しかし、全国にワレダは九百か所以上あり、それぞれに 2～3 名から数名程度の技術的な要員が配

置されており、今後必要とされる技術要員数を加えると数千名以上の数となる。従って、EWTEC の

限られた研修キャパシティーを考慮すると、WWO の要員を直接受け入れるのでは、充分なインパク

トが望めない。この意味で WWO の要員を養成する TVETC に対する各種のテコ入れは戦略的にたい

へん重要であると考えられる。 

TVETC の村落給水部門で学ぶ生徒は以下の４教科である。 

1. Water Supply and Sanitation Technician 

2. Electro-Mechanic Technician 

3. Community Participation Promoter 

4. Small Scale Irrigation Technician 

 

それぞれのTVETCでは上記のクラスが 1学年に複数存在しており、規模の大きい、AwasaのTVETC

の例では、1 学年の生徒数は 600 名であった（二期生）。このような状況では、生徒を直接に対象と

した研修プログラムの実施は、EWTEC のキャパシティーでは困難であろう。 

一方で、規模の大きな Awasa 校の例では、全 32 名の先生がいるうち EWTEC の事業に関連した先

生の専門分野は、以下の通りである。 

Hydrogeology   2 

Geology   2 

Water Supply and Sanitation 1 

Hydrology   2 

Water Quality  1 

Electro-Mechanic Engineer 1 

Mechanical Engineer  1 

 

先の機材無償では、全国 9 か所の TVETC の給水・衛生部門に対して野外研修用の中型バス、研修

機材の供与がなされており、たいへん大きな貢献であった。引き続きこれらの機材を充分に活用させ

るために、これらの教師を対象として村落給水開発に必要とされる野外での実践的な研修プログラム

を開発し、早期に実施に移したい。 

さらに、エ国では都市と位置付けられる町は九百数十か所あり、その多くに TWSS が置かれてい

る（一部の都市では TWSS がいまだ設置されておらず、ワレダ水事務所がその役目を担っている）。

EWTEC では現在、TWSS の要員を対象とした研修は、Leakage Control と Water Quality Control の 2

つの研修コースのみを予定しているが、WB の担当者や、我が国無償の担当者等の意見も取り入れつ

つ、Management 分野を加える等、さらに多くの研修コースを開発して一層の充実を図りたい。 

以上 
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